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時 の 言 葉

アメリカ Iま日本の数十の都市が京燭に鯖したのを「科畢なきもの L 最後」と評している

全く我A は都市の大部分を喪失することによってとどめを刺されたのであるが、事責都市

構成に科事性を持たなかった。我々の都市は不燃焼化されていなかったのである. 春秋の

言を以ってすれば、敗戦の責任は建築家が負はなければならない。

屡々、市民に負据力が無いとか自賓がないとか云はれた。然しそれは遁鮮に過ぎない.

我 A には強力な指導性を欠いていた。我閣だけがなぜ都市の長ん中に木造の建物を認めね

ばならないのか。これは指導性が貧困な篇であった。

戦争中には二、三年保てば頁いと云うのが、設計の場合にも施工の場合にも合言葉にな

っていた。戦争が終つでもこの考えで臆念バラックが建てられた. 情ないことである. 然

るに終戟五年の今回、筒この思想が必ずしも梯拭されていない. 科皐なき日本がまた・生き

ている。

宜憶では駄目だ。即時不燃都市えの遁謹である。この時施主につい依頼されたま L 不燃

建物にしたがらない建築家がいやしないか、被，かすべきである。

JI ，. ピコシの河を渡ろうてはいなか。
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事 務 室同署係 ベエ ヤ校 張 リ 71<:1全 ペ ンキロロキ

仕 上

内部i章作 すイノレペンキ仕上



正面玄関レリーフ

① 

2 5  

二 階 平 面 圃

2・

事 務 室

臆 接 室

タイ マ・ ラ イ タ 室

電 話 交 接 言 質

曾 言 養 護

階 段 室

廊 下

女 子 便 所

男 子 便 所

湯 沸 湯

宿 泊 室

和 室

話 下 除 選 兵 入

昔 物 棚

更 衣 棚

消 火 栓

押 A

物 入

1

2

3

4

5

白

7

8
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0

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3
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人

B

仁

D

E

F

玄 関

客 ? 留

事 務 室

腹 接 室

熔 接 室

倉 庫

階 段 重

著書 庫

男 子 更 衣 室

女 子 更 衣 祭

典i 下

男 子 便 所

女 子 使 所

小 使 室

炊 事 場

浴 室

使 F斤

運 車 尊 民 控 室

倉 庫

自 動 車 率 庫

1

2

3

4

5

8

7

S

D

0

1

2

3

4

5

6

7

8

D

O

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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間

拘

胤
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箪
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霊
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怠
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室
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接

接

換
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使

使
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岨
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業

交

官

仲
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用
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庖

夏

画
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二

話

子

子

子

平

玄

終

結

帰

第

凪

菌

防

賃

金

階

遜

湯

小

宿

女

食

物

女

男

階

可

A

。
A

H

q

J

u

d
守

F

H

d

a

v

円

4

0

0

q

υ

A
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A
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可
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錆 擬 石 及 錆 人 法
色モルタノレ掻議シ 2え吹目付ケ 、腰

洗尚シ

床 、玄関現場テラ y ー及事務室給フロ戸リ y グ、

後日東プラエター天弁、日東プラス声ー及ヲ・ラ Z

ＡｊＮ Ｍ ボード Ｗ ｾＱ 噌ペ ン キ塗リ

農協命館は金網農業販夜協同組合と: 1H 副操竣購買協同級

合 の 東 海 支 部 事 務 所 として建設されたも の である。

外 装

内装

名古屋市中区南鍛治恵国r 2 了目 4呑 地

日本建設産業株式合軍士名古屋支底建築保

全 土

竹 中 工 務 唐 名 古 屋 支 底

昭和25年 1 月

木 浩 瓦主p 階 建 、 一 部 2 階 梁 餓 骨 造

本 館1階 149.825湾、 2階 146. 5坪 令官1' 296. 325坪。

附m家 33.25坪

ー 脳 卒 面 阻

+

生

計

理

工

功

遺

模

所

波

法

施

緩

構

規

こ 階 卒 商 圏

事 務 室

合 議 室

ノj、 使 皇室

金 j事 室

宿 斑 室

予 備 室

電 話 交 換 室

男 便 所

女 使 所

別 官官

増 築 予 定

湯 古 事 場

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2
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十l陥

八 帖

プ可帖

五! 陥

商 所

室

所

開

垣

防 火

ジ ヤ ツ ! f. -

避 難 織 子

物 入 レ

庇

日本間

問

問

問

洗

浴

台

玄

四 ツ 自

A  

B

C

D

E

F

G

H

I

T

K

L
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所 在名古屋市中m; : 祭町

設計蟹理名古屋郵政局建築部〈沓名古屋遜信局管繕際〉

施 工 名 古 尾 池 国 組

事史 坊 昭 和24年 10月

構 造 木 造 セ メ ン ト瓦糞二階 建

規 模 Ｑ 階 ＷＲＮＷＲｍｾ Ｒ 階 ＷＲ Ｎ ＷＲｍｾ 附廃合 ＱＲＮＹＶｍＲ

可ｾ '.  

= 階 卒 面 圃

一 階 平 面 圃

吊ずに い

f 771 

G  
円

〕

且 丞

14 



愛 知l際一宮市昔勿同f

前 Ｗｾ 述般 株式合居士名古 ｩ電支庖

設計担1 J i 中 根 常 食 三 大 島 恒 夫

会 上

清水E主役株式合居士名古庫支庖

昭 和24年 1 Jl 

木; き i寧型スレート畿 二 階 建 一部 卒 者l Us

1階 66. 375坪、 2階 50. 000坪、合計 116. 375坪

墜 色 セ メ ン ト 吹 付 、 腰人 迭石洗出、ポーチ栓モザペツ

グ タ イ ル 貼 リ

;f;. 湖 周ミ、人浩司干凶 目地切ヲ 巾木. 入浴帝干尚 腰

モザイツ グタ イノレ 墜 . プラスター 天 井、

プラ 且 タ ー 共 ノ 他 方 ウ : / ! i l - 甲板テラ; / -

床、 後 甲 板 rll 木、 杉A . : / キ腰 、 ペ ニ ヤ ベ

ンキ 皇室、 プ ラ ス タ ー 夫弁、プラ ; ; t. ! i l -

其 ノ他、 澗 立桂 板 姑 ペ ン キ

床 、 様 甲 板 r I l 木、杉ペ y キ 顔 、 ペ エ ヤ ベ

ンキ E章、プラスター 天井. 7・ラ見ター

主主ノ他、スク Y: . - ベニヤ A ンキ

日本間 15帖 床 、 鼻 、 ミ 壁 、 砂 号 章 夫 弁 、 綜 後

命 議 室 床 、 後 甲 板 巾 木 、 杉 ペ Y キ腰. . ..-..!.=.ヤ A

ン キ 豊 富 、 プ ラ ス タ ー 繋 商 天 井 、 プ ラ ス タ

ー紫 荷

所 在

設 計

怨

工

功

法

模

裳

昨

地

施

綾

構

規

外

内 装

台

窓

台

シ

入

間

縁

E事

ノ

花

出

炊

油
川
畑

町

床

漁
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F

G
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溜

室

室
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室
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室
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室 ( 311碕〉

室 ( 8航〉

務
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長

師

陣

粧

l予b

使

jfi 

1  :t; 

2 本

3  lff. 

.! D. 盤

5 脅F

円 金

7 倉

M fじ

リ 物

10 ｾ傍

11 使

12 物

13 1I、

14 宿

1 階

事務室

合主要室

合

箱

岨

間

駄

画面卒階

入

入

脇

聞

こ

式

下

肘

E

F

G

 

ノ

押

物

床
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A
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D
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室

室
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晶
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接

日
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愛知県長名古湾市中直袋町 2

丁目

清水慰霊童株式曾鮭名古厩支

庭、設計担当 中根; r賞三

大 島 恒 夫

会 よ

金 上

昭和24年 10月

木造溢煉瓦葺二階建一部卒

家建

1階 64. 710坪 2階 48. 250坪

合 計 112. 960坪

慶 人造 石 洗 出 、 ポ 戸 チ 1荷

主: 柱テラ Y-u占リ

ホー ノレ廊下 床 、 後 甲 板

巾木、 杉 ペシキ 腰、プラ

スター ペンキ 墜 . プヲ ス

タ ー 天 井 、 漆 喰 其 ノ 他

受付カウ ン9 ー 甲 板 堅 木 ワ

ニス

事 務 室 床 、 後 甲 板 巾 木

杉 ベ シ キ 腰 、 プ ラ ス タ ー

ｾ［ＺＯキ盤、 プ ラスター

天 井 、 漆 喰 其 ノ 他 、 濁 寸.

柱槍ペンキ

熔 接 室 床 、 機 甲 板 市 木

杉 イ ン キ 腰 、 壁 紙 パ リ

天 井 、 漆 喰

曾 議 室 。床 、 後 甲 板 rll 木

堅 木 ワユス 腰 、 ベ ニ ヤ ワ

エ ス 壁 、 プラ ス タ ー 天

井 、 漆 喰

-

園

田

A カウ ; / j l . -

B 炊 事 会

C 流 シ

D 物 入

E 押 入

F 濡 縁

入

ム

ロ

シ

理野

物

炊

流

A

B

C

 

1 階

1 ポ ー チ

2 ホ ー ノレ

3  _ 務 室

4 聴 接 室

5 化 粧 室

6 湯 i弗 室

7 物 置

8 使 所

9 厨 房

10 玄 閥

11 4. ｾ 帖

12 6 帖

13 自 動 車 絞 場

ル

護

室

所

室

-

議

務

沸

ホ

令

部

'

使

湯

階

ーム

9

a

n

J

V

A崎

A

k

d

。
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所 在 ｾ知県高知多郡

阿久比村大字植-

大 卒 中 刻15

設 計 管 理 官事関

川 口 建 築 事 務 所

施 ヱ 大 成 建 設 株 式

合居士名古厩支底

竣 :w 昭和24年 8 月

構造ｾ骨造ＺｩｬｬＡ鉛

引鍛 板 葺 ;平家

一部二階建

規 模 1 階 360. 00坪

2 階 32. 00坪

針 392.00坪

外 渡 展 様 、 耳E鉛 鍍 餓 板 瓦

事事草 壁、セメント zモ

ル タ ル 塗 D 色、セメ

ント! ! k 付 ケ

内 袋 *  コングリート打

モ ル タ ル 仕上 グ 目 地 切

!J 

ｾ＠ 羽目 板 、 ペ ンキ塗

，、織骨露 出部ペンキ

塗リ

1 テ ー ヲ lfl 及 7 ・ロセ

ー ア ム ア ー チ . ヂ ュ ヲ

ノレミン板、ペンキ皇室 H

縫 白 漆 喰

ｅ 野房床 ｾ !J ンカータ

イ ノレ 、害査及天井板張リ

ペ ンキ塗日

二 階= 映篤室 テ綾ク

解 総

1 食 堂

2 ス テ ー ヂ

3 厨 房

4 倉 底

5 事 務 室

6 冷 凍 室

7 廊 下

ｾ，＠

口口口口口口 口口口口口口

口口口口 口口 口口口口口口

口口口 口口口 口口口口口口

官

口口口口口口 口口口口口口

口口 口口口口 口口 口口口口

口口口口口口 口 口 口 口 口口

、『与ｾ Ｎ ＮＮ

17 



名古摩市中村 ｬｩｬ｛＿ｾ 主町

日本建設産業株式合軍士名芦

屋支鹿建築需要

会 上

清水建設株式合鮭

支 底

昭和23年 7 月

木造疋主主 2 階建

1階 124.83坪 2階 124. 83坪

合 計 249. 66坪

色 =e ノレ鼻ノレ掻在、一普sテラ

)'. ，. . . 貼リ

床 フ ロ ー リ y グ貼 D 、巾木

右壁板R占リペンキ強 D 、縫天

井フ・ラスター猿 I} 、 玄 関 床

テラ ゾ ー貼リ

名古屋

所 在

設 計

内装

監 理

施 工

功

造

模

竣

也

情

規

外 袋

二 階 Z界 面 薗

⑧ 

室
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働
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庫

室

室

室

室
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込
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玄 関

! 資 問

裁合事務室

食 堂

更 衣 室

宿 直 室

雌 接 側

現場事務室

谷 i淘 D

金 庫

便 所

洗 面 所

浴 室

司

ム

。

4

a
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u

d晶

Z
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A
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一 階 平 面 圃
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@  

⑪ 

。園田』弓・

名古屋市中m:

F l 本建設産業株式曾鮭名古摩文席建築課

企 上

竹中工務唐名古馬支底

昭 和24年 5 月

木活文章p 階建

1 階 171. 031坪 2 階 120. 302坪 合 計 291. 353坪

色モルタル掻海ジ. 腰及門主主テラ; 1 " - JI占リ

床石粉入モ Jレ F ル 愈 P 、巾木人法石E呼出シ、墜7 ・ラ 1

P- - 塗リ、天井漆吹塗リ

玄 関 床 、 腰 テ ラ ゾ ー，貼リ

正面の彫刻 建築の正面中央二階窓の部にア Jレミ 鎗物の彫刻を

つけてある。とれは奥田珍氏の作である。

在

計

理

工

-m
透

。
模

裟

裳

所

設

監

施

唆

権

規

M

作

内

‘  

'9 

、

‘  

変 場

事 務 室

宿 直 室

受 付

アノレミ= ユーム

アーム建家

F斤

入
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O

A
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d

4
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国 /

名 古銭 市中区下長者町 4 了 目 白 番 地

名 古摩市昭和砥小針田r 4 丁目 2 番 地

黒 川 建 築 事 務 所

会 上

名 古属 市中川区西古渡l町 3 丁目 22番

地 長 建 設 株 式 曾 従 名 古厩 支j苫

昭 和24年， 8 月下旬

木 造 厚 型 ス レート茸 2 階 建

1階 32坪 2階 27坪 合 計 59坪

] 階 部 分 J 、鍛平石貼 2 階 部 分 ハ モ

ザイ ツ クタイ Jレ貼1f t . . 色モノレ 声ノレ吹付

信: 止二

1 階 床 モサ イツ グタ イ ル 貼 2 階;衣

槍 飯E古 腹壁 ベ = ャ 飯 貼 箆 シ ック

イ塗 天 井 ベ ニ ヤ 飯貼 外部木吾sペ

ンキ港 内部木普f ，: c ;:>t ｾ主

棚

台

棚

合

台

忽

窓

籍

相

暗

籍

沓

装

術

品

問

製

品
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響

丸
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番

飾

剛

山
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D

E

F

G

 

用

段

ロ

舗

ロ

室

所

所

室

霊

室

グ

入出

沸

由:

重量

接

7 ン

骨

朴

底

湿

階

使

揚

宿

前

申

出

鹿

ベ
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ーム。
A
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12 焚 S

13 ，j . 、使室

14 小 使 涜 リ

15 倉 庫

16 : 4 ( ンプ室

動

開

館

入

入

関

電

帽

押

物

A

B

G

D

 

客 溜

笹 幾 重

感 接 室

司f ｾ証

金 庫

支庖長皇室

更 衣 室

便 所

習 も 荷 所

浴 室

宿 直 室

市

A

。
a

n

A

w

a

a

z

e

a

a

o

"

4

・

0

0

3

向。、
A

噌

噌

A

、
，

a
a

テ

一宮市

日本建設産業株式会経名古支底建築課

企 上

大成建設株式会最士名古軍支庖

木議瓦査c 2階 建 金 廊 室剣筋コン グ リート治

1 階 94. 246坪 2 階 37. 625坪 合 計 131. 871坪
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名古鼠市中区上官官浄町 18呑 地

株 式 含 桂 三 和 銀 行 普 織 部

会 上

株式合軍士鴻池組名古原文信

昭和24年 12 月] 0 日

尿 検 日 本 瓦 禁

輸 級 木 造

小 鼠 トラ λ 一部附腸家有1小 民

主 基 礎 無 筋 コ ン グ リ ー ト 治

金庫室立E書 原 鍛 筋 コ ンクリート遁

1  階 127 坪( 得業室吹抜天井、

2 階 32 坪

計 159 坪

外 壁白セメント人法石1 1 1 : 出

1 E 面柱製 自セメント入浴百小叩キプロックE占リ

並腰廻リ

玄関麹リ 黒色テラゾー貼 D

木 普B オイルペイント塗リ

窓 格 子 餓 パ イ プ 使 用 オイルペイ y ト塗 P

理平 溜床人記長石間出シ目地入九巾木黒色テヲ} f " - J ! 占 P

照高 6 Jミ5 寸 、 テ ラ ゾ ー 貼 九 盛 ・ 天 井 ・ 白 漆 喰

事白日

床・槍フロー P ング・オイ ノレ1 テイン塗 P

巾木・木製・腰霊長喰塗 P オイノレペイント イ、叩キ

仕 上 、 建 白 漆 喰 塗 リ

天井白漆喰主主 D 一部吹抜キ天井

巾木黒色テラゾー貼! 1 . 腰波泊色テラゾ- J ! l i

! 1 . 甲板黒色テラゾー鮎! I ， ^ ク D ー ン 槍 無

地 ワニス仕上グ

床 槍 フ ロ ー D ング・寄木姑リ・オイルペイント

塗 D 、巾木 腰 .11童・天井・管業室同断

床モ ノレ声ノL 塗 リ . ! i 童・天井・白漆喰塗 P
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主主吹付仕. 1: グ 一部、際司君目板張型ペ y キ 検

床 モ 司 イツク タイル ｾ ｬＧ 及寄木康人 其 他

槍フロ ＷＭｾ ｙＧグ、天井、数室テツグス張ザ

其他漆喰官官仕ヒゲ

1E面 従娃干設ケ本位トトラ 1 ニ 組 際 メ 構 造

体 ー古都 トス

装

特 記 事 項

内

名古屋市中区宮出町52養地

木村建般株式会枇名古屋支1 i S 担当者横山正

会 上 グ 東 美

昭 利24年 3 月31日
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圏 座 談 曾 圏

名 古 屋 の 建 築を
軍

ロ

-

E

S

ロ

る

出席者( 蓄量産事順・敬稽略) ー

玉 置 豊 衣 郎 ( 芸 品 主 ゐ 塁 ) 康 川 誠 三 郎 ( 主 主 品 差 益 霊 )

漬 郎( 霊建設 す 管 裏 ) 池 部 宗 薫 ( 皇 古 妻 市g輿雲)

伊 藤 鎌 一 ( 路 建ziZ22) 池 田 源 太 郎 ( 霊 式 僻 池 悶 雲 )

次長命 線長

佐 藤 四 郎 ( 日 本 建 築附 脚) 松 永 徳 昌(義
協合東海支部長 式 合 辰 士

水 野 金 市 ( 霊 知21F 霊)
岡 田

平 燕( 土木建築材料帥)

副 曾 ・ 長

鬼 頭 昌 文( 合的配鬼頭忠兵)

術商后 居士長

鞍 前 σ〉 名

場 所 一 一 一 日 本 建 築 協 曾 東 海 支 部 曾 議 室

古 屋 ております。

鞍告書勃蛮2言初東京大医はすでに老年都市である

玉 置 む が 園 の 大 都 市 は 大 限

が天王11年秀吉により城下町

としてつくられたのが最初で

京都は天正18年秀吉により目撃

仁の街L以後非常に荒廃し? と田I

す再建され 、江戸は周年家康

によりつくられ、それに相前

後して数十の中ボ都市が諸:人・名の手t c : より全園一

揖に出来ているが、とれに封し名古屋と駿府、す

なわち今の静岡は共に慶長14年じ家康じよってつ

くられております。とれは大都市としては最後の

ものであります。 家康[ 才名古屋そっ くる前 t 江戸

の大工事の他に多数の城と城下町をつくっており

ますので、その豊宮友経験をまにして自分の隠居

所として駿府在、それから最愛の義直の篤に名古

屋を最 も理想的につくったのであります。ですか

ら名古屋の城下町は首時の技術の梓そ集めて桃山

文化の紬決算という形に友って居ります。だから

按伺いうまでもなく町の位置、町割、宅地割も嘗

時の主活様式から見て全閣で最も理想的に出来て

います。そういうわりで名古屋ぽ生い立ちから恵

まれてj ; ; - れ江戸時代は勿論幕府の御三家のーっ

として柴え、明治以後 も順調の護育を つ d けてき

のじ封し名古屋は丁度青年都市で、地慣が割合に

安かったととと電力が豊富であった3誌に俄に大工

場が出来、第} 線て使用される飛行機の 6割以上

が此庭で遁られたというととでa ; ります. 卒和産

業都市でまうる大医、榊戸、筏演が蛍時火の消えた

ようじ寂びれ果て L おったのに封し名古屋は全市

が工場化して、市電の中の人も路往く人も悉くナ

ツパ服ならぎるはないという金図異常め褒連をし

たわけであります。で、その賞時出来た工場も非

常じ大規模なものでa ; りました。

戟 時 中 の 名 古 屋 の 建 築

潰 私 は 営 時 三 菱 関 係 の 工

事だけやっておりましたので

全面的のととじついては他の

方からお話し し て頂きたいと

思いますが……・・も

菱航空機が名古屋にあって、

それを扱充したのであります

が、その立地保件として矢張り家康が雛そ法った

と同じように食糧が豊富であることや、都市の努

働賃金が安かったととそ、嘗時工場右立地された

方々から承はっておりました。常時の工場建築防

25 



まととに大プロツクシステムで、初めは草作. が・百

坪、千坪でるりましたのがやがて寓という単位と

なり、一棟一寓五千坪から最後には二高数千坪と

いう工場が建設されるようになりまし て、その中

で素材から製品になるまで一貫的に行われるとと

になったんです。首時われわれの関係しておりま

した或る工場ぽ長さにおいては凡そ 3 粁以たにも

及ぶというものにまでなりました。一口に 3粁と

申しますが、これを東京で例. : a 採れば、新橋から

銀座、日本橋. : a 通って三越のまだ童文町先までが首

時の名古屋のー工場の費地でありました。これを

大医で見ますと、大医腰から心粛橋までが一つの

工場であった謹です。この様主主大規模主主工場がい

くつも出来ました。その頃ストープの端話では、

一つの工場の中に人聞を入れたら r の位入るか、

と計辞する とー坪首り二十人入るとすると、凡そ

その営時の日: 本の兵殴の全部が大体入ってしまう

伎の大きさにまでな，っていたんです。

・、守

伊 藤 私は戦時中名古屋住

友金属、豊僑住友金属、知多

の川崎重工業知多工場、四日

市燃料廠の一部、差是) 11工廠の

私一部、河和の航空陵

L  の航空隊{ 立しカ関係しており

ませんが、その中で住友金属

今の新扶桑の名古屋工場につきまして申しますと

名古屋にぽ三菱 もあって便利だというととて素材

工場とし て昭和十五年頃じ計脅されましたが、戦

争の始めの頃であったのでゆったりした道路左も

ち窓面積も大きくとり天井も高くした一一ーとれは

後 K 空襲を受け、燈火管制の時など却って困って

いたようです。そ れに日本で幾つもない大きなハ

ンマーでプロペラを打つ主主に理想的に走大な基礎

そっ くb ましたが何れにしても住友金場付素材工

場であって三菱の工場程老大ではごずりません。

しか し塀を作ろうと思って設計後したら 、電車通

りに而しセー避だけでー粁位あって長いたあとい

う感じを受けたわけであります。ととろが戦争も

7さんだん終りに近づきました頃 i才、計蓄に永久的

主主考えそ捨てて懸念の間に合えばい h というこ止

で、その命令を受けた一つの例が豊橋の扶桑金騎

26 

で す これはアルミの製板管棒工場で主要工場俗鎖

骨造建家ですが其他は老大な戴地に懸念的な木造

J コ家で殆ど基礎はセメントそ省略しろ というとと

で三尺位の杭. : a 打って粗雑な ものに なりました。

演 戦 争 中 の 建 築 に 殆 ん E 勿論工場‘ ばかりで、

常時われわれは、織とセメントとスレートとヵ・ラ

スぱかりを相手としていました。

佐 藤 あの頃工場建築が#

常に盛んになったが、工場に

働く人達の寄宿舎とか住宅と

かは建てられなかったん

か

演 附随して遣っています

昭和十一年頃から披充工事が

鷲足したと思うの? すが、その営時事務所じじる

病院に[ ，ろ、ものによっては館筋 コンク リート、

木造にしても現在の建物より相首程度の高い もの

で し?と 。

玉 置 どなたかの話しだったが、今の建築家け

恵まれている、こん友老大友建築工事は今までに

主主かった、だから若い人にはとても勉強に友るん

Tざといわれた . ところで全閣から徴用工員等が集

った篤に、その寄宿舎や住宅t才相営建ってそれら

の施設は或程度完備 していたようですね。

伊 藤 完備したものがありましたか、今は殆ん

ど焼けたと思います。 大きさ からいえば住友金属

の永徳の寄宿舎は二千人を牧容するととが出来た

んですが、とれは出4 f T - たとたんにやけてしまいま

した。これら防衛生設備もよかった。

漬 それも十七年頃がおしまいで lす念かったで

すか。モれから同建築するより軍需管理部或は軍

需省主主どで材料. : a.貰うのが大きな仕事で、 そんな

賞獲なものは叱られたんです よ。( 笑聾〉二年佐

保てばい h というので材料ぞ随分削減せられ苦持

したものです。

王置 私が名古屋に赴任してきたのは十七年で

すが、蛍時ぽ飛行機の工場も小さかったし寄宿舎

の設備は殆んど主主かった。そす1 から後に津山出来

た。だから 空襲のひ ど〈主主るまでり猛烈な損張工

事主主ゃったのですね。十七年頃材、三菱蛮動機もー

梯あっただけで、それ 以後に三樹! 出来、三菱航空



害

なかった。昭和十九年の冬、民蒼Lこ晴れ渡った大

差: を思いも よらぬ高いととろで、白い長い飛行機

雲: a 曳きなが ら、B29 が悠々と名古屋上空に現わ

れた e'! iには恐しν、という より は、た J もう美しい

なあと思って除んやりとみとれていたほ どお目出

度い心組でした。その頃は築 港 とか大曾根方商と

かの工場地帯の爆撃が多かったんですが、昭和二

十年一月三日の午後、市街地爆撃として西直の明

道橋附近がその洗櫨: a 受けた。今との 〈舎場〉建

材合舘のあるととろも 、その時十2 中央郵便局で b

ヲて、 とれも一月 三日 に焼けたんですね。それか

ら室聴の回数が次第に同けしくなれ規模 も大き

くなり 、遂に三月二日の熱田方面、十二月十九日

の蹟小路を主軸と した都心部の爆撃で、名古屋は

都市としての機能ぞ大部分失してしまった。それ

から終戦まで、名古屋松三十何回 も大爆望墜を受け

ていたにも拘わら今、そ の災害を受けた家屋が 全

戸数の約40% ときいております。丞襲回数が頻繁

であって被筈の戸数が割合少なかったととは、 一

臆考えてみる必要があるのではないでしょうか。

無論、市民の防火活動が勇敢でーあり 、ポンプの

教 が割合多かったとともあ Pまし ょ うが、都市計

諮が 、焼けたいように或る程度出来ているとか、

家屋の構造そのもの にも他の都市と 違って土壁の

部分が多かったなど、いろいろ考えさ せられる問

題が多いのでは友いでしょか。

玉置 Zさ襲という 名 の付くのは、十九年十一月

が同じめで 、本格的な ものは十二月十三 日の三菱

琵動機から始っているんですね。アメリカは本格

空襲主主やる前に名古屋の一方分のーの非常に精密

主主地圏在作っているんです。とれには元紡績工場

で・あったが今は飛行機製造 工場に碍換 したという

ととまでちゃんと出ている。叉そ の地圃: a 見る と

われわれ一般園民の知らむ事が向うに知れていた

その地図をも って来て空襲せられたんだからた

ま らないわ けです 。空襲のi伏汎は六月. ; a 境に して

鐙っていますね。五月まで I'J B 29て主主主ととるな

徹底的にやっ 〉け、六月に入って P51の機銃掃射

が名くなった。偵察だけの場合を除いて E 被筈の

るつた盗襲の数ぞみる と、十九年十一月 4 回、十

二月 18回、二十年ー月が28回、二月が24回、三月
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機も私が来てか ら四倍・位に友 りました。

f ノ戸、-、 7.K野 出さんの今の話では

(  - ' ¥職手で一年もも てばいいとい

.1 n ニミ、l うので資材節減したという

、 一』 こと ですが 、構造においては

相常研究され 、技術的には今

までにない高々度の護達ぞ見

た ような策がする んですね。

演 所要鶴材が三分何雇 トンであったのが戦争

末期 I' C r.J 一分二鹿位でした ね。

伊藤 末期t L7. 主って餓がなく なってきたから 、

木造で大スパンの格納庫を法るというようになり

だんだん木織が混合になってき ました。

演 木造でも細い部材で組立をやりましたね。

それから昼寝までの聞に必勝の信念という こと に

ついてやかましくいわれ 、夜も霊も働きました。

十九年だったと思いますが、二キ 哲哉、らの鱗道の

引込線. ; a 四十五日て令れと い う命令があって霊夜

粂行でやったんですが、 首時鍬道関係の方が見に

とられて感心して踊っていった事があ ります。私

はその時は 出来た製品主主迭り 出す引込線と思って

いたんですが、出来上った時は跡開の震の設備忙

なって仕舞ってがっか りしま した よ。〈笑聾〉

佐 藤 職容の進展につれ、材料の使ぷ方、構 造

の方法な どにづいて 、非常に蛮逮じたととは今の

詩で判 りましたが、何かそ の頃に新しい材料とい

うものは出来なかったんですか。

鬼 頭 新しいものは出来な

かてコオそが、却って古い ものに

戻りました。柿板葺、あ るい

うものは扱等以前には町の 中

にはなかったが、職号事から褒

遣 いて来まし た。〈笑盤〉

玉置 オミ毛 セメント板や マ

グ4、シヤセメン ト板等はとの時に褒達しましたね

ム

ア

や

F

4

込

み

被

佐幕 昼棋につν、ては最初滋間博士からハンプ

J レグのa ! 襲の官汎などをきいて 、非常にひ どいも

のだと ね思ってい ましたが 、窓際にぶつ おかるま

では、あんなにまで惨酷な ものだとは想像 して もい

の襲室



2i 回、四月28回、五月 25回で一月から後はま今、毎

日あったととに友ります. それから主主主被害建物

そみますし一月三日に今座談合ぞやっている場

所の元中央郵便局、名古屋ホテル、中央劇場が焼

け、しばら〈して三月十二日に西別院、熱田榊官

名古屋情園大墜密接部、第八高等製校、三月十九

日に那古野紳位、大須硯昔の本致、闇食の七ツ寺

閤資東照宮防本殿を除いた全部、護図紳祉、高田

別院、御園座、万平ホテ J レ、安田ピ ル、千代田ピ

J レ、勧銀支庖、高等工業、五月十四日に名古屋城

と前離宮、東照宮本般、名古屋大接理製部、エ製

部、五月十七日花束別院、とれで名古屋の自惜し

い建物はみな焼けたわけです。〈笑撃〉 結局焼け

たのが千百六十七万五千坪、焼けた戸数十三万五

千二十戸、両蹄開したのが三万八百三十一戸、そ

れで今、佐藤さんかち名古屋市民が健闘したとい

うお話しがありましたが、それを敢字で見ますと

名古屋の第一回の大空襲が三角十二日で、その時

百三十機来て死者六百二人、 焼けたのが7二万八千

六百戸、ところがその前の三月十日の東京の大空

襲は同じ〈百三十機で死者七万八千人で通稽十万

といわれており、焼け たのが二 十六万九千戸、だ

から同じ空襲て東京は百三十倍も人が死に、 焼け

た家も十倍てす。* 1 ' < : . 大限へ三月十三日に九十機

来で、死者三千九百人、家がイー三万五千戸焼け、

紳戸は三月十七日に六十機来て、死者二千三百、

家が六万七千戸焼けているんです。だから名古屋

の被害という ものは、他の都市に比べて桁が外れ

て少いわけに友ります。大ｾ襲を受けた Ｑ 控除東京
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-;: JaO.J 印ドアイlン月二

'  工場、倉降、ガレージの屍

ハ御使用を思議お5f M「

〆、 代湯; 宝金物株式曾社

制 連 ' 大阪・東京

T  底 岡 谷 鋼 機 株 式 曾 社

大咳・名古屋・東京

大道長大河連主株式曾社

より名古屋の方が多いようですが、それで被害は

一ばん少いのです。これけ確かに大奮闘した? とま

ものだと思います。結局他の者s市ぽ平和産業都市

で あった5 t t亡、戦時 中は萎腰沈 滞 L て精神的に滅

入っておった。とちらけ元祭旺宝主で稜刺として敢

闘精神に燃えておった。だからこれぽ精神力の比

較が被害化現われたの7てと思うんですね。

空襲もひどかったのですが、その時二団地震が

あって、その被害もひ r かったですね。

地

ι  

，ｾ＠

ι ， 

震 σコ 被 害

鹿 川 地 震 に つ い て 少 し 調

べて来たのを申し上けますと

最初名古屋がやられたのは、

十九年十二月七日の十三時頃

でした。東南海地震で遠州灘

が震源地でした。策象台の地

震計はスクー} t - ・アクトして判らないんですが、

震度はあの場所で四というのです。北は摺回、南

け九州の阿蘇まで震動を感じており、震源地が海

の中ですから、太平洋岸の房組字島の突端から、

紀伊牛島の東側一帯がひどかったようです。その

時の名古屋の被害けどの{ 吹かということで数字を

調ペてみると、鞍時中のために殆んど信頼すべき

ものが友くて、策象台の記録では名古屋市内では

港区、南区、中J r I 、熱田方商でやはり市の甫の方

がひどく、全半壊戸数合せ て一万戸、には達し主主

いのですが、しかしこの数字の中に嘗時の軍需工

場ぽ才ミットされておりまして、との方の被害が

相嘗大きかったんぢゃないかと思います。われわ

れの使う震度で表はしますし名古屋の魔王山附

近で調査したもので、 o. 二から o. ご五て、事長港

方面ではとれ以上あったと思いますが、地震とし

ては激震位のもので lずないでしょうか。

ととろでとの地震の一ばん特徴のある現象ω、

埋立地盤カー非常にプラステヅクであ っ た 篤に、荷

重のか為った庭が沈下して、床か降超したのです

工場内部では、 機減が段遣いになって使 えな〈な

ってしまいました。われわれが歩いで見たととろ

で回、築港方商の二階建てで傾いていない家lま少

いんですが、叉潰れて しまったものも少かった。



山手の地盤の聞いととろでり倒れたものは少かっ

たようです。その後字国の飛行機工場に行ったの

ですが、ゃI ' ; j " t 建物の崩認証してしまったものねー少

いんですが、地盤の不同沈下て大事主主桂が坐折し

たり、都が蛇行したものがぎらにあります。結局

、工場機能に大打撃を受けてしまったのです。そ

れを何とかしようというととで、生徒を蓮' i l て 行

って見たんですが、資材がないものですから、落

ちてこないように支桂をする依のものでした。そ

んなふうで、生警ががた落ちになっているところ

え、二十年一月十三日の三河地震というのがあり

ました。これは大きさうからい・ますと、東南海地

震に六体似ているのですが、水平震幅六五ミりで

すから強震程度でしょう。この地震は局部的であ

りまして、主として安城、大首言、西尾謹が中心で

ありましたが名古屋でも驚きました。前に相営や

られたところを、駄目押しされた篤陀、工場け潰

れた形になってしまったと思います.

j也 部 私 は そ の 頃 軍 需 省 に

おり ましたが、営時地震の被

害を B29三千機の被害だとい

っておりました. 恐らく民家

りも

もので、第一回の駄目押そア

メリカでなく神様にされてし

まったんですね。終毅後私除名古屋に来てからち

ょいちよい工場そ見ますが、空襲によって焼けた

以外に、地震で工場の床がでと伐とになっている

この震に樹'械カ沈下したり押土けられただけでは

なくて、精密度をなく してしまい、生濯機械とし

て働かなくなったというととが大きかったらしい

もう一つ感じたととは工場D 配置ということぜ、

やぽり構造と強度計算だけではいけないんで、地

盤も頭に入れた建築計者誌をやらないし大空襲と

同じだけの被害を受けるということ冶、お互認識

し合わなければいけないと思いますね。

玉 置 池 部 さ ん は 今 、 B29 三千機の被害といわ

れたが、私は一方機と思った。( 笑盤〉 丁度 v イ

テ毅争の始まりかおったとたん7さったので、地震

計は高台 t c l > ったが、軍需工場はみた沖積屠にaう

ったf季、地震計に感じた以上の被筈を受け‘ ている

んですね。それで地震の一般的性質ですが、地盤

のいお毘と悪い庭でとんなに遣うかというととを

痛切に感じたわけであります。でこ階とにも程度

があるんだが、一ばん甚だし。いの付、隣同宏、に並ん

でいた機械が三尺枕の段がついたんですね。で同

時じ電寄託給水排水が全面的に駄目になって、建物

け倒れなくとも工場機能 :7停止し、大部分の工場

を全速力で復曹しでも三ヶ月間ぽ生産が出来んと

いわれていました。あの時、出来上った飛行機が

買場においであったら、ゆすられて機体が宇分段

r 土の中えめり込んでしまったんです。それから

建物が傾斜しないで、その鑑三尺位もめり込んで

いたのが相営ありましたが、あ‘ いう被害はよそ

の地震にけないのですね。

;賓 とに角、精紳的友ショックほ非常に大きか

ったんで、みな紳風をと信じていたのが。( 笑盤〉

戟 後 の 名 古 屋

池田 空襲或砂地震の後じ、いよいよ復興とい

理 想 的 床 材 料

リノリユーム リノタイル

特 製 P ノ 9 ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 曾 社

本 社 ・ 工 場 兵 庫 勝 、 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 話 伊 丹 1 ・5 1 . 6 9

大 阪 事 務 所 大 阪 官 五 日 常 口 ピ ル 東 京 支 庖 東 京 都 謀 議 開7お 和 ピ ル
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うととになったわけで、何としても今国民全体が

一ばん困っているのは佐宅なんですが、住宅の不

足勝でまうるのに反して料理屋

政舘というようなものり豪勢

に建てられております。一方

終戦後は猫も杓子 も請負々 k

現したこと同まことに遺憾だと思います。

松 永 今 、 良心的の建築というお訴しが出まし

たが、私館時戦直後、今の商賓にかわったんです

が、営時としてね良心的な建築をやったつもりな

んです。ところが何しろ資材の欠乏と技術が非常

に低下しておって、職人でも腕のい h のは復員し

てきていないというととでし

た。で合理的の設計をやって

も笈現が困難で、勢い建立肘を

受けた最少限度のものしか出

来主主かったんですよ。結局、

良心的にやったつもりでも、

結果としてけ良心的でないと

いわれるものになってしまった愛情だと思います

池田 空襲中に梼えた防空壕のように、お恥し

いようなことにも汗水たらしてやったわけですが

るれと同じように、戦争中間会じ蹄閉していた人

が町に踊って、何でも商賓が出来さえすればいお

k い う、んで、パラック建築が計衝されたんですが

その場合、建築家に績めばい与ことを、相賞金を

使いながら怪しけな大工さんなどに頼んで- ばたば

たやり、結局ほ後悔しているんですね。

f歩藤名古屋の復興が、他の大都市に比べて早

いということはよく聞き、私もそう忠ったが、と

れが最近になって逆になってね。東京などと比べ

ても、名古屋は駆出しは早かったが、この頃 I';;iそ

の割に進まえといと k干う感じがするんですね。池田

さんのお話しのように、終戦首後俗兎に角やれと

いうととで、余り質のい L 復興ではなく、間もな

〈やり直さねばいけないというととになっ7とんで

すが、今でりもうしっかりした本建築そする時期

じ到達していますよ。主暑い防火建築は許可も業に
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なりましたので、銭筋コンタワートのものが大分

出来つｾＨｦ＾りますが、とれは名古屋の将来として

って慶喜ばしいことです。

演伊藤さんのお話の、復興が速いか謹いかと

いう問題について、私いつも感するのですが、バ

ラックの隈建築は問題にする必要はないんで、そ

の後の木建築についての復興校、況という貼で、観

察してみたいと思うのです。所請本建築というも

のが着手されだしたの旬 、比践的早かった。です

が、しかしなが ら、話ほ戻りますが、空襲中多 く

の人か早く疎開してしまい、業廃に落付いてしま

ってなかなか蹄ってとなかった、ということが、

その後の復興を遁らせてしまったとも思』寸れるし

叉、名古屋の特殊性というか、従来の名古屋人は

非常じ引込思案でるｾことが、復興を遅らせたの

ではないでしょうか。

それから、東京ts. l:_-- の甲防地直と名古屋の甲防

地区をみると、東京では甲防地区に設定されてい

るのは、丸の内附近ときいてますが、これ同都市

復興百年の計からい えば、目抜通 Pは確かに甲防

地匿の方がい L とは思うのですが、名古屋の場合

にたいては目抜通りが甲防地区で、耐火構造でな

ければいけないということから、最近復興を阻害

L ているようにも思いますが、とういった貼で何

カ¥簡易な耐震耐火構造のものぞ考へたらと思っ

ています。

7]¥野 それはー感御; ちもだと思いますが、懸と

しても何とかして木造と錬筋の工費の差額に相官

するようえ主補助金を出しでも耐火建築をしていた

だきたいと努力して沿りますが、事象算関係で賞現

出来ない蹴態です。が何か新議遣による耐火簿遣

でもって代用して、復興を阻害しないようにやっ

て頂くよう、各関係の方々にお願いしているわけ

であります。

佐 藤 今の話の申防地直をはつさき， t 決めた篤に

復輿

uい、て、私はえな主いと 思う丸。 それカか通ら経済j枇0伏t態カかおら見

て、確定した甲防地区に' 耐火建築でなければ建

てさせないとい うことを、い 〈らか緩和してやろ

うという提案に封しては、私同反封です。関東大

震災の時、一躍甲防地直の計劃が考へられて 、要



て工場、' 自- 公顕在是非と も防火的にしたい もので

す。尚さき程もたっしゃいました が、甲 種乙穫の

技術の内特そもう少じ用途別に考え直し てみたら

どうでしうか。用途に よっては、火事にな り難い

ものと 、相常耐火的でまうっても、建物が参ってし

まうものがある 。とれｾ中 ｫ 大 事えにと とで、例え

ば接校のよう，主主場合で段、周囲が割合庚澗で、あ P

内容物 も可燃性が少いから、善晃校を甲留防火地直

に建.て る場合に 、必す干しも コンク リート四寸の厚

さはなくてもい L ん巧ゃないか。内容、用途から

法規的に細かく規定するが、出来なけオ1ば 建 材

が設計の時に工夫すればい L と思います.

佐 藤 耐火構造は法規の土で同織筋 コンクリー

ト、鯨骨構造という ように眼られておる形であり

ますが、耐火場遣の賓質を備えたもので・あれば、

必歩しもそういろ ものでなくても 、何か行き得る

と思うんですね. だから、耐火構造という ものを

鯨骨構造、織筋コンクリ ート 構造と限らないで、

われわれ建築家が考えていく必要があるので はな

いか、それから 、池部さんのおっしゃった、地域

的にという話ですが、地域的に甲防地直 とされ て

いるととろは大抵、都市の一ばん繁華な道路に 古

っている ようです。 都市の一ばん繁華街には、そ

の都市の財産の殆んど大部分が集合しております

し、人にして も一ばん密集した地主主だと 患い ます

そういうととろが焼けてし まう と、そ の都市の損

害ぽ非常に大きいんぢゃないかと考えられます。

無 論、官臨のすぺての施設、特に皐校の施設け、

耐火構造で全部やっていただきたいが、在来きめ

られ た甲防地直 も、是非耐火構造でやっていた だ

いて、都市の費財をなるペ く失 〈さないような方

家のクリーニン夕、.

古 家 が 新 築 同 様 と。なる美緊工事

新築家屋にお手入。いらぬ美繁エ事

石 . !l- イ J レ 洗 望 書 工 事

請 負

所

大阪市東区克町く堺筋〉三和ピル三階

電 話 北 濠 ⑧ 5 8 8 8 呑

女

告

R

+

H

業工素美

株 式

会最士
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所々 k はみえ主それでい こうと い う と と に 友 九 時

の後藤長官 も強くそれを主張 されたんだが、それ

でけ復興が謹れるという議論が起って、 とうとう

で は緩和しよ うと いう ことにな れ 緩和 し? と震に

東京が業後十何年経つでも結局立祇な都市になら

今 、紙と木のお組末な燃える家ばかりで室礎そ受

けるようになった。だから、こうい う時に思い切

って、 或る 一部分; ; e 甲防地直に設定する というこ

とは、われわれの子孫の尽に もや るべき義務があ

る。名古屋の甲防地区は贋小路ですが、贋小路え

建てる建物は絶封、耐火建築でなければいけ ーない

ということを主張したい。とれ ば名古屋の馬に、

どん主主苦勢をしても是非賓行して頂きたいと思い

ます。

;寅 私や水野さんのいう 簡易と い う意味は、錦

筋、餓骨、煉瓦の持車道だけが耐火構造 であるとい

うととはどうかと思うんで、もっと進んt : 、経済

的で、スピ戸ド的で、しかも あら ゆる貼を耐火的

に工夫してやるべきではたいかというととです。

池 郡 今おっしゃっている貼を 、角度そ費えて

みて、とういう地域的の防火 というとと段、話が

- 派手な詩に 、非常に問題にされ、都市の復興はい

わゆる商底街の復興をもって復興 というととに怒

り勝なんですが、地域的の考え方 同第二攻に して

むしろ清主主的の耐火 弾道を もっとつ L とんで考え

ね ばいけ友い と 忠 弘 一 例を傘けます と、名古屋

の拳佼は賓に惨隔たる もので、中島荏佼は九ッの内

四ツ焼かれ 、ノj 、製佼は宵三十の内約九十、幼稚園

付四ツの内三ツ、全体で- 百四十三の内九十六が焼

かれて 、皐2震の勉強場所 もたいよう に主主ってしま

った。これは殆んど、木造であって 、銀筋コンク

リートの ものは小製校が八校、中毒昼佼が二佼ばか

りあっただけで、私は地域的にのみ防火建築をや

ってもそれはナンセンスであると思う。建築の

規模用途から強い統制をやって貰いたい。私自ら

官公臨におって 、だらしないわけですが 、官公聴

の建物が木造 というとと は最 もいけないのではな

いか、で商庖街等を防火建築にするという こと 尚

一種のモデル地直とい L ますか、そういうものを

つく るという効果は あって も、園家的に俗 それ程

大きな効果ぽないと思いますね。そんなような諜



法念講じた方がよく同・ないかと，也うんです。

国 民 体 育 大 曾 の 施 設

玉置 今年、愛知将で閣民体育大舎が開かれる

ので、 .今柴んに工事が始まっていますね。

水 野 競技援目と開催都市左申し上けま すと、

大休現在決っておりますのは、名古屋市で行う も

のは、陸上、硬式野球、庭球、ラグビー 、ホ ック

ー、水泳、パスクツト、ぶクシング、 V スリング

重量奉け、 自鱒車、バドミントン。豊橋では軟式

野球、馬術、自縛車。岡崎付排球。一言n才選球、

体操。メIJ 谷町で蹴球。津島市て相撲。字国市で卓

球にヨット、となってお �ｾ す 。

池郡名古屋の施設が一ばん多いようですから

それを申し上けましょう。固体施設で一ばん目立

っておるのは、瑚葱の綜合グラワンドで、この中

に出来るものは陸上競技場とラグピ{ 場で、陸上

競技場の方 t才綿工費一億固で、 建築の方はその内

五千八百五十万圃ばかり使い ます。規模でいうと

建坪千百六坪の錬骨メインスタンドで、延べにす

ると三千坪ばかり、牧容人員十才一万三千人、その

他に土のスタ ン ドがまう b ますので、合計すると四

万三千人がは入れますから、才リンピックが名古

屋にきてもやれるんではないかと楽しみをもって

おります。この構造は出来得れば耐震耐火という

ように考えていましたが、いろいろ工夫して一際

火事の出そうな分と、余り出そうにない分を想、定

して、火事の出そうでないところ付鎖骨ぞむき出

しにし、火事の出そうなととろぽヨンクリ{ トで

防火的に、織を保護するに必要な厚みだけ一一一こ

t ，は苦言回敏授がいろいろ研究してくれますので、

その厚みでカパーするととにし、厳密な耐火構造

ではありまぜんが一躍火事でまいつ‘ てしまわない

ように考えたこと入、もう一つは、ラーメン構造

ぞやめてプ V ースで横のカをもたせた。だからク

ヨイントのととろが簡単になる。ラグピー場は細

工費ご百五十七万固ですが、建築的部分は小さい

もので、二十八万国程使って謹りました。ヲたに大

きいのが金山橋の体育舘で、これ肢パスクツト; $

- J レの競技場として、一躍園休では定められてお

りますが、パスクツト以外にパ V - ; $ - }レ、拳闘

相撲等大抵の競技は出来るように主主っております

なお将来はこれを日本一の見本市合舘に使おうと

思います。資材御承知のように. 日本に見本市舎

舘は現在一つも主主い。プラヅセルの見本市な r 佐

世界的な市が年に一回か二回立てコのですが、 とれ

ぽ施設がよく友いと位界の商人に関心をもって貰

えないというととがるりますので、名古屋でとれ

そモデル的にはじめていこうということで、熱を

入れたわけであります。建築授は細工費七千百万

国を議定し、芸賞り五千五百万国て一躍建物を建

てます。建坪ぽ千二百坪で延べが千九百二十五坪

ちょうど東京のスポーツセンターと同じで、寅庖

とか玄関とかの附層的部分を一皮薄 くしたような

もので、相嘗大規伎なものになります。軒高も四

十何尺です. こせι は地震で被害を受けた、愛知起

業の飛行機組立工場をそのま h 解 体 して建てるの

で、安〈出来ています。もう一つ尚、や防り完全

な耐火構造ということになると、資金も資材も許

されないので、火事で被害. : a 被り易いととるだけ
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コンクリートでカバーするということになってお

ります。とのこつが目立つたもので、とれで建築

に使う金の七、八割 陪似 ｾｶ 、、後ぽノ ｲ ・さ〈庭球場ぽ

夜式軟式南方合ぜ線工費としては約七百九十万国

その内建築は二百万固で建てました。但しクラプ

・ハウスのよらな もの 旬、前から出来ていまして

牧容人員ぽ雨方合せて確か七千人位。女に拳開場

け鶴舞公園の中に、園休拳開場 というだけで主主く

将来屋外音築堂として立祇なものそ捜そうという

考え方で、工費は一応、四百二十万圏、内建築費が

約百万国ですが、筒百万園を他から継ぎ足して、

ロスアンゼ J レスの音楽堂まではいきますまいが、

名古屋の一つの名物にしてみようというわけで、

千二百人の見物人が野外演奏を聞けるよう仁主主り

ます。ホックー場は百八十五万国程で、内建築に

二十六万国. > r 使い、 j炊容人員四 千人と しており ま

す。弓道場 は二百万国ばかりかけ、弓の道場 とし

て体裁. > r 整えたものにしたいと思っております。

自縛草競技場はさを園で二つ三つの中の一つだそう

で、とれば国 体の激算と は別に金を捻出して、既

に三千万圏ばかりかけて 3なり ます。と忌には建築

として鎖骨スタンドを逢りますが、 様式は瑞穂の

様式と閉じやり方でー謄耐従耐火にして計劃着工

しております。その他、 V スリング、 重量暴け、

パドミントン、山岳、野球などは在来の施設そ利

用することになっています。大作12そんなことで、

名古屋に とれだけのものが出来 ますと、相営立司氏

な体育施設が揃うととにえにります。

愛 知 特 産 の 建 築 材 料

玉置 こん eO(.j 一つうんと儲けて貰ばねばなら

んから、建築材料で愛知の特産品を紹介しるいま

しょうか。

鬼 頭 愛 知 懸 の 特 産 建 築 材 料 と い う と 、 三 河 の

塩焼五と赤津の繋かけ五があります。

池 郡 私tま戦争中にそういう方面に関係してお

りましたが、セメント五でも全圏有数の生産地で

す。

鬼 頭 それから檎、格もありますね. 椎はとけ

ら板にして愛知牒が之そ金園的K 供給しています

池 部 それから将来この地方で有撃なのは、ア

ルミェクムの加工材ですね。

玉置 アルミ= ウムはよそでけどとで作ってい

るんですか。

伊 藤 おもに日本都合金の蒲原工場でやってい

ます。但しと益段素材で、展仲加工業者の主なも

のとして除名古屋で・新扶桑金属工業、山口豚長府

の紳鋼金属、日光の古河電工、大阪の日本ア J レ宅

= クム、高田アルミニウム、大阪アルミニクム等

が ib ります。

牛、.、.，、、、・ー-
. ‘ ・ .
、・. 、、、‘

"  .".，. ＧＧＢＮＮＮｾ・
、 去 、 .

岡 田 名 古 屋 の 建 築 材 料 と

してはどうしても陶器ですね

タイルと衛生陶器です. ベニ

ヤ板 も名古屋で殆んど産して

おります。

玉置 フローリングもあり

ますね。

池 部 厚 型 ス v ートも、生産数量のパーセンテ

ージからいえば少いが、品質の順位からドえば高

いですね。
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玉 置 ζ ぉで特に欠乏しておって、作れるよう

じなるといゐがという材料は何ですか。

鬼 頭 名 古屋で出来ないのけ、ア スフアル ト・

J レーフ 4 ングで、あれ十才苦からやってみても出来

んですね.

池 部 それし名古屋で私困りますのは、生産

技術が悪いというか、建築部品が東京、大阪もの

に負けるんですね. とおで名古屋のメーカー で立

波な人が出て貰い? とい. 主にそれ 付金属製品です

ｴｊ ｾ＠ .  

池 田 建具金物は、さっきのお話しの車整合金な

r を利用して、す舶来品でるったメタル ・シーリ

ングなんというものを法ったらい‘ でしょうがね

玉 置 飛 行 機 の 部 品 を 相営作っていたんてすか

ら、あれからみたら建築金具はわけなく出来ると

思いますがね。一一それから、その うちにとおば.

昼の主要産地になりますよ。

池 部 建 築 材 料 協 舎の方で、カぞ入れていただ

きたいのは、織駐、窓掛t . l : どで、工場はあるんで

ぽないかと思いますが、とれを育成する余地があ

るような祭がしますね。岡崎方商まで、地域を抜

ければ、全圏的に優秀地直になり得ると思います

伊 藤 一 宮 の 大 同 毛 織 へ参りました ら、紋艶は

立斑なものが出来ています. 輸出向きですが、.

岡 田 リノリクムな r ろ〈なものがないのたが

あぺ、 うもの も製造する機運に向うといあんでし

ょうがね.

鬼 頭 市場が名古屋だけでは狭いから、あ h い

うものを考えてもとおでは捌き念れないんです。

で、東京大阪へ焚ろうとすれば経費がか忌るとと

に主主る.

伊 藤 思 い 切 っ て 、 閣内だけでなし貿易にま

でカをと入れて大量につくるというようにしたらい

おと 思うね。

持 来 の 名 古 屋

玉 置 まだ大分焼跡が残っていますが、将来と

れを r ういう風にするか. とれば大きい問題で、

r ちらにして も町の人に任ゼておいたのではいけ

34 

ないんで、われわれがリーグーシ y プをとらなけ

ればいけないのですが. . .... ・H ・焼ける前の名古屋の

建物は大分郷土色がるったんですね。表の屋根の

上に悲嘆きんや津島さ んや熱閉 さんそお記りして

一…。( 笑撃) i T . . いうものはな〈ってい訟の

で"L- ょうか。

佐 藤 これから新しい郷土色そ祢らえていとう

じゃないですか、

池 部 郷 土 色 と い え ば 、 名 古屋のペンキ屋は確

かに色がい訟ですね. この聞大阪へ行ったが、や

ぽり名古屋の方がいお ，。だから名古屋には何かい

‘ 感じがあるんですね。

玉 置 木 浩 で 割 合大 きなものが建っているんで

すが、東京、大医にj酔っているものに比鼓したら

どうですか。デザイ ンなれま そうひけをとらえ=い

と思うんですが。

演銀座などを歩いたりして、その零国策に援

すると、何か新しいセンス; a . 得? とような集がする

それは、 r れというたとなしに大阪 よりも東京で

すね。大肢にもい与ところはあるが. . . ・ H ・

佐藤終戦後の名古屋のデザインは、何かいや

主主ととろがある。いやというとおかしいが、何か

費つ? と優秀なグダインが出来てくると、皆がそれ

ぞ民似して同じような取扱いの、しかもきまって

捌劣なものが、? らりと並んでしまうから、折角

商白いもの も面白〈なくなってしまう。あ L いう

ととを打破して、一ついるものが出来たら、それ

を真似守、もっとい h ものをやろうという策持を

起して貰いたい。イージ Ｍ［ｩＧｾ -1 ングなやり 方は

禦ではあろうが、それでは建築家としてまととに

卑怯であ忍と云はねばな，らぬ.

水 野 竹 中 の 支 庖 が 出 来 て 感 じがい h とk、うこ

とで、第一生命あたりもあの感魔で設計してくれ

というととでしたが、そういう貼が影響している

んで、それぞ反駁すると設計させて貰えなくなっ

てしまうんですね。

玉 置 皆 さ ん お 忙 し い と こ ろを大費長い間お話

し願いまして有難う御座いました。



建 築 資 材 へ の 高 周 波 加 熱 の 慮 用

高周波加熱が現在建築資材へ態用され又はされ

んとしているもの材、木材の乾燥及び合板、ハード

ｾード及びプラスターぶード等が主なものである

ととろで斯様君主ものに臆用すると如何なる特徴が

あるかそこれから症ペて見る事にする。先づ順序

として高周波加熱の鼠混としては誘電休損失主主利

用したものであるが、とれは一般に熱の偲導を必

要とじ主主い故、熱の不良導体. a 均一加熱するに遁

?主である. 之の原因は一般に物質は分子よ り成り

立つが、之の分子内には既に帯電性を帯びたもの

( 有極分子〉と然らさ' るも の〈無極分子〉とがあ

るが、後者な r でも高周波電界. a 受けると一時的

じ何れも帯電性. a 帯びた もの、即ち双極子になる

之の双極子が電界内で動かされよ弓とする時、護

熱. a 件、ふ ものである篤め熱の傍導が不要であり、

而 も内部的に加熱し得る器で言うる。之れが高周波

加熱の特徴である。睡でとの場合の登熱量H は誘

電体損失 PがP= 2 πf V
2

C
O

e  • tand 

f  = 周波書室

C
O

= 拭料 の誘活率E が1である時の静電容量

V  =  En:加億膝

第 一 表

篠

大

卯

重

原

島 裁

E  = 誘電率

taIlO = 誘電体損失係重量

てるるから、毎秒、 H=O. 24 P X 1 0 -
13

カ切りー

の熱が生守る。縫って若し卒行叡電極聞に試料そ

入れた時を考へれば護熱量廷は

H = 1.33・A ・d・f ・E; ・E・t ano x  10-
13  

方ロリー/ 秒

となる. 但 ､］ｾ 板電極問 の ｉ￩艇

E = V j d  

A =卒板電極の菌積

之の式より分る様に之の場合の登熱量付加へる

周波数f に比例し、カ日へる電位傾度( E ) の自乗に

比例するが、叉物質に特有な値である e. tanoに

比例する ものである。毘で之のe : .  tano ｾ才色々の

僚件で費るものであ P 、例へば同ーの物質でも水

を含んだ時と然らずる場合では大いに男るもので

ある。第一問、第二簡は木材に就て含水準、温度

に依って誘電率、誘電力寧の費化伏況を示す、又

第一表け材種に依る誘電車、誘電力率の費化. a 示

す。一般に樹種の芸をそ比重にて分類すれば第三圏

第四園、第五聞の如くである。

〈周波数 5 MC )

合主竺 ｉ ｾ ギ ! ヒ ノ キ

= ; r マツ モ ミ クl I - ミ :t ツ ラ ナ ラ

ε t ano  I  E  I  h n o  e  1  t ano E  1  t ano E  1  t ano E  1  t ano E  1  t ano 

一 一 一
ー一ーーート一一一一

一 一一 一
。

1. 7  I  0.022 i 一 一
一 一 一 一

2. 25 10. 037 2.4 10. 023 3.010. 062 

5  1.7 0.052 3.0 0. 050 2. 8 0. 055 2.80 0. 060 2. 4 0. 039 4. 0 0.065 

10 2. 2 0.070 3. 2 0. 043 
一 一

2. 8 0. 065 6. 1 0. 078 

15 2.5  0. 090 4. 0 0. 050 5.3 10. 142 4.4 0. 100 8. 8 0. 110 

20 2.9 0.110 4.8  0.077 
一 一 一

11. 0 0. 145 

30 3.4 0. 145 5.8  0. 220 
一 一 一

14. 0 0. 165 

40 3.7 0. 180 7. 2 0. 310 
一 一 一

16. 5 0. 196 

50 4.25 0. 430 
一 一 一

60 5.0 0.220 1  10. 4 0.520 
一 一 一 一

70 6.5 0. 266 i  1・2.3 0.620 
一 一 一 一 一

] 00 9.[; 0.470 ー
一 一 一 一 一 一
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叉誘電率、誘電力率は周波数に依って も費る。例

へば第六圏、第七闘ぽその一例である。叉高周波

加熱する時、試料の導電率も問題にたる が、合J . k

率樹援に依って第八圏の如く捜る 。D. Pち木材の誘

電導室、誘電率、導電率は木材の比重、樹極に依っ

て相違し更に温度、周波数、電{ 立傾度等に依って

嬰るものである。即ち一般には温度の上昇に依り

誘電車、誘電力率、導電率除増加するが、特に高

含水準になる程、叉比重の大なる程費化t' i . 著しい
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叉上聞の如〈周波数に依って誘電特性が嬰化する

故、木材乾燥に於て周波数の選定ぽ加熱能率の貼

より問題ではあるが、賓際には皇位ろ木材内の定在

波、負荷回路の調整の難易等て決まる場合がｾい

普通/ t j ' o MC 附近が用いられている。一般の木材

に於ては内部の水分分布が一様でなく水分傾斜を

有する場合に於て 防各個所の電策的性質が異る故

褒勲も一様にならない。今檎( 比重0，4) 厚さ 7 糎

の木材の水分分布が第九岡の如くである時0 ) 5 M
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に比し辛苦しく短縮される事が分る。庭で木材乾燥

に於て付表面固化の現象等に依り表面に亀裂が入

らない事が必要である。之の貼は高周波乾燥機構

そ考えれば〈木材工業昭和廿三年1 - 4月読参照〉

営鈴でSうるが、事質表商化ぽ殆ん1 : - - t.r < 、亀裂も

非常に少い。従って歩止りも非常によい。然し高

周波乾燥でぽ余 b 電力- ' i ' 入れ過ぎると、木材内部

に大き主主陥裂そ引起す事になる。とれね内部の水

分が外部t 7 : ' 流出する速度以上 K 内部の温度が上り
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周波容( 門 C)

C に封する電力分布ぽ第十闘の如く友り大体一様

と見倣 し得るのである。若し之れそ蒸寄託叉け電熱

器に依り外部より加熱乾燥すると第十一困・の如き

電力分布に友り、温度上昇の時聞は第十二闘の如

くなる。第十三闘はーク月水に浸 した檎材に 5 M

C の高周波電界を加へて乾燥し? と時の水分分布を

示すものである が高周波電界を加へる時聞が 12時

間以上じなると水分分布がほ除均ーになる。即ち

乾 燥時聞が高周波加熱の時は蒸祭其他の外部加熱
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に電力密度.a/J 、さく謹ぷ必要がある. 叉とれで防

木材の自重による加監のある矯め反り等を最小限

40 

に押える事も出来る. 此の時積み得る休積 l-j .印加

する高周波の周波数f t c関係して来る。即ち各部

の温度のむらを 10%以下に押えるにけ縦、横の寸

法 ば 一 説 米 以 下 に し 、 高 さ l- j 芝山米以下

2 f Ve  

にしなければなら友い。 ぐ但f =周波数サ イクル

ε =誘電牽〉従って体積の増ずにつれ周波数は低

くし友ければ友らない事: が分る. ?7< tc木材周囲の

ω  5 0  今O

υ  

20 

39 

30 

石零主

10 

10 

500 

5  

第十五図

『
，
a

'

a

E

E

E

E

E

E

E

B

B

-

4

，
l

l』

t

n

u

内

υ

円

r

n

b

白

川

刊

m

J

乾

燥

時

間

「

時

)

20 

10 



温度、漁度等即ち乾燥室内の蹴況であるが、木材

外周温度は低い方カ、よ い. そず1は乾燥機構よりみ

て首然の如 〈、木材内の温度勾配により水分は移

動するからである。叉木材表而¢亀裂を防ぐため

には木材外周の漁度、蒸気墜を適常にしなければ

ならえ主 い。例へば12糎の在の角材10石 ;;d: i : 憶する

場合に表面温度. : i ' 70

0

C 、中心温度を 120

0

C と1

7とき時の許容電力密度、金許容人力、及び木材表

面の 1 立方糎営 りの熱傷導率そ0. 000278 カ ロ リ ー

/ 平方糎. 秒 . OC として求めた外周温度は第二衰の

ま日くなる。

又第十四闘の各電力密度に謝 L' 木材表面に水分傾

第 三 表

第 二 表

合7 1 < 率| 許容電力密度 1 : 金許容 入 力 | 外 周 温 度

5 0 % 10.00e58Wj c m司 18. 3 K W  1  36. 0
o
C  

3 0 % 10. 00468 1  13. 0 1  45. 8 

2 0 % 10. 00945 26. 2 48. 3 

剰を生じないために必要主主る外周蒸気JMr.t 第三表

の如くなる。 ( とれ防木材表面温度を 7 0

0

C 、比

重0. 3t z . : 於ける蒸設係数入を 5x l O-
5  

g/kg/cm/sec.  

とL 且Aは木材の比重に反比例するとし叉Aは木材

表商の蒸登係数a;;e，.l の1 0倍と僚定 して計算したも

のである。 〉

i選|主[ 副主[ 江1手l kbik品』
0.3 0. 2908 68. 0 0. 3055 69.0 0.3134  69.4 0. 3148  I  69. 6 0.3168 69. 7 

0. 4 0. 2779 67. 0 0. 3003 68. 8 0. 3117 69.4 0. 3135 69. 6 0. 3164 63. 7 

0.5 0. 2681 66.0 o  29J 8  68.4 0.3100 63. 4 0. 3124 69. 6 0. 3160 69. 7 

U. 6  0. 2576 65.2 0.2911 68.1 0. 3083 69. 3 0.3112 69.4 0. 3155 69.6  

0.7 0. 2526 64. 8 0. 2899 67.8 U. 3075 69. 3 0. 3107 69. 4 0. 3153 69. 6 

( 但、温度は蒸気aを飽和蒸気駆と見倣した場合の街路湿度を 示ナ〉

即ち第三表より明かえは日〈木材表面の念速な乾燥

を防ぎ水分傾苦手} を無くするために除外周蒸気盛は

殆んど木材表商温度 70

0

C に封感する蒸集墜に近

くなっている。高周波乾燥を管際一年間 H曾枇に

於て毎日還時し? と結果に依れば昭和廿三年の物債

指数に於て石嘗り 338園65 銭であり〈天然乾燥費

は1049困10鐙であった〉全費用の内詩十才第四表の

ま日〈であった。

以上n木材乾燥を 第四表

例に取って高周波
|金費用に対

す る 割 合

乾燥の問簡を述べ

褒銀管? 宵粍愛 24.2 %  

たものであるが、

E定 説 管 グ 3.2 %  

会様土ｬＺ ＺｭＭｾ は合板 、
人件費 w  42. 3 %  

其の他に封し で も

官E力者E fI 12. 8% 

省首長る。ただ合板

鮫 備 消 却 重 量 8. 4 % 

等では乾燥なれば
奇襲 費 9 . 1 % 

よいが接着となれ

ぱ木質部と接着剤 との復合体である。斯様念物に

40 

於ヲごt才月I i 謂謹揮効果の問題が入る。即ち周波数の

遁営なる濯定により接着剤の温度を木質部より大

にする事 も出来る。とれに就いて 館前述の最新の

高周波陸用 ( C. Q世登行〉叉同木材工業昭和廿三

年「月一四日競そ参照され度い。

要するに高周波加熱の特徴は上越の如く熱の不

良導体を能率よ く均一加熱 し得る特徴があり、叉

複合体にBきではその中ω一部を他部より特に加熱

すると云う撰権力日熱の特徴もある。従って色々の

日産用の賓例 も場け られているが、それ等r 就て具

列する事は省略するが、高周波加熱の特徴 lす上速

の如 きもの放若し護者の方々が仕事の上に於て遁

常え足場合があれば考慮して頂けばよい事であると

思ふ。

く筆者・篠原氏は名古展大軍基教授、大島氏は同大与助手〉
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時代ｾｩ￭Ｑ土合史との絞済的、階級的関連を弁置法的に

統ーを求めでとそ唯物史観。債依がある@ に、氏毒事

は唯物史観乃王監は唯物弁鉦t去に一方的に持込んでい

る 様 に思える。いづれにして も 今後。建築史家はｾ

商目に考えねばならない問題である。

「弁・上光夫」氏の小総は以上三氏と遡に形而上察的

認識鈴のお説法を聞いている事まだ。 r閥野克」氏は

前自己三氏よりも着実に一つ@方向に皇室んでいる様だ

建築史を‘ やる人はとの 155 放を是非旗んでほしい。

7. ｲ へ ｷＺＯｾ 奮居」岡田孝男、新住宅怠 ｉｉｉ 銃

8. i 唐招提寺私考」毛利久、史遺と美術誌 135. 196絞

建立事情、培、食堂、信房、金堂及働省誌の諸問題を

詣じてそ C 建立年次を天2 f S . 末期としている。

9.  i庚 隆 寺c 別競泰会寺と太泰寺に就 M て」向井芳彦

史主主と美術誌 197. 198銃

10. r正倉院建築総再琉」石田茂作、兵逃と美術史 198
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銭。問量昔、 192 絞 r: a 倉院建築論考」藤海一夫氏ぇ。

反 鈴で中倉附加mt ; o

11.  r法 隆寺五重塔C 建 築 年 代 」 益 田 喜一郎、史遺と 美

術 198. 199銃 そc 建築年代を天卒末期とした思い

切った論。

1.2. r危 機C 蕊 術 パ ル テ ノ ン」 矢弱震弓〈滋滋〉、敬愛君主

1 量程 度い角度からパルテノン C 窓を、そしてそこ

からギ D シヤ文化。危機を。

ＱＳ ・「茶室中位雑考」上岡光雄、茶道雑誌 ＱＳｾ 芸 Ｘ 銃

中柱。猿性と変化を建築計画と c 閥 連 に 於いてなさ

れている。

14・「織部 C 茶室とそ C 環 境 」 上 回 光 雄 茶 J宜月報 24.

9 2 U O月聖書

F 其 の 他

1・ 「 建 築 行 政 ノ ー ト 」 池 原 良 三 郎 著 相 撲 書 房 刊

￥150 

.2. ｲ 明日｀ 住宅と都市 ｊ ｾ 鮫省綴 ￥ 280 彰 閣 庇 刊

住 宅、・環境、衛生 、都 計 等 各 界C 構 成 者20名余 @ 人

々。執筆.

3. r TVAJ  D・E ・ヲ リエン Y ーノレ箸 和問 1I 、六懇

岩波干u ￥ 430 テネシイ河流域開室聖公鮭に よる、

犬 開 費 計 画 。 完 成 主 で の 計 禽 と 工 程 を 述 べ 散Iレーズ

ベルトの偉業として、アメ E カン・デモクラシー。

前進を飽録した食重な文献。

4. r気 候 と 人 生 」 久 野 寧 着 賞 。 元 経刊 ￥ 110

然 伎の彫 響 と 気 候 に 針 す る 人 体 反 感 のニ主買について

〈備考〉

日本建築事曾併究報告第 3 銃 及 第 4 ! 虎が昨年 10. 11月

と相ついで後行されたが、会研究機関で御覧に な る様

に、本目録では割愛させていただ〈。

株 式 曾 泊 : 北 尾 商 庖

大阪市北区曾根崎上四丁目 二 六 容 地

f大 限 殿 前 槌 橋〉 電 話 帽 島@4875番

9 9 ナイ
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大 阪 中 央 放 送 局 見 撃 記

大 阪 舎 勢 委 員 合二 月行事として去る二月十六日一時か

ら標記見事舎を催した口重量報の泊り同局は二 階以上が主主

駐 軍 関 係で地下一階に限られていた傍か申込はい つ もに

比 ペ セ 少 < 50余名だった o ｾ吉田はー ｉ 司同局地下食堂に集

合山本 ｉｕｾ 員長挨拶後同局庶務課寺図氏より建物並に放

送 事 情 に つ い て概 訟 を 聴い ? と後同氏。案内で地下 ボイラ

ー室、冷緩房装置窓気象毒事を絞てj司局が誇る世界三呑と

縛 さ れ る 一 階 大 7. !J. ヂオ l之入った。 丁 皮 肉 時 刻 朝 比奈 陵

氏 F クトによる関響楽園練習中であったが 充 分 克 思 質 問

毒事する理事が 出来た。失から 二階 の 中放皇室室の 一 室を見 畢

更に特に四階総合放量生機械室 に主案内され各局と の蓮絡や

非常時。単波切替設備、放送中0*態 点 検 等の貧況を見

容 出来た C は徐想 外0 4主穫であった。か〈て三時大和理

事よ P 謝意と閉命。鮮を述べられ一同記布さ れた倫築港

ノマン フレ ツ ト、ラヂオ新聞等手にして解散した。官官日設

明書案内@衡 にあたられた寺田氏は非常に親切町田事に詳細

を筒切に然かもお話が大変お上手で涜石は放還局。方と

感 服 し た が 特に放送 の 内幕とも云うべき アナウ ンサ ー苦

心 の場 面 や、音 の 出 し 方 と 云 う よ り 凝 普c 作 り 方 な ど 所

詞楽足音吉をお しげな〈披露され面白さに時の過ぐるを忘

れた次第である D 主主に嘗目お話の一端を摘録茶話し的に

受け質して著書考に 供した い と思う D 但し飽者 が 専 門 外 の

ためと文章在家でないのでテグエ ヅグ 其イ也に絞り多かるべ

き事、並l r Ca定明者の意に反する点は特に鯨とされたいの

である口 絡 に紙上を通じて寺田氏に前盤。謝意を表する

と共に文疎の罪お詑申上げる。 ( 在文貸記者〉

現在放送局概況は全閣46局 中 縫41ケJWあ P 大 阪 中 央 放

送局は世界第主位と云われる 133 坪 c 第一ス 9 ヂオ〈世

界 第 一 淘 乙 第 二 ジカロつ 殆 め 大1I、十三の放 主 主 室 を 持 っ

ているロ目下誕生駐軍と共同生活申のため二階以上案内出

来 すよ い事を敵されたい。建築については既に御 ゑ 知であ

り専門家であるか b 略 し 内 部 的の司王を 概設 する。 第一ス

タヲオ は防普、 防響完備館内に二重建のi-'k式 で 天井 は吊

P になっている。墜内にはフエ J レトを入れてあるロ 窓 は

全 然な いが空気を轡化するため床面英イ也託宣質排然 設 倣 が

施 してあ る。温度は祭暑 ] 8- 26度 の 問を調節されている

濃 度 5 0 %、大陽光線はバイタラ y フ・を使 っ て たが毅 後 や

めている。電力はニケ所 。 変 電 所 か ら 取 入 れ てあ るが伶

デイーゼ Jレエンヂ ン2 k . . 蓄電装置で万一に鍛えてあ るD

壁 面 三 分のーはベニ+ を使用床はワノ D ユ ム 310 に 金

面カ ーペットを政教めて い るo v イグは砂きを理想とす

るが現在十一 個備 h て い る 。 時 に は室 外 便 所 な どh も俊



う事がある。Ｈ例へば入浴中の現完走況を使所で Ｗｾ 栓を放

ちアー結構な加減ですなど宇る事もある J スタジオ後方

上 部l立映寝室、観覧席あり三重ガラス張 P である。陰C

ｾはスタジオ後方一隅にありずラコｾｾＡｊ更に使用時布を

廻すD テレビシヨン映潟機もニ. ! f あるがまだ機能を妥揮

してない。東京でも目下氏験中、二三年もしたら大阪も

野球や相撲英他の賞&，; d; 見られる措置になるであるう。

放送を家庭で聴取して貧う c にはこケ月前から準備し

之毒事はすべてー且東京で編集合援にかけ決定し一ヶ月前

に容組を定め十五分単位となっている D

次( i ( ミツクサーはすべてを闘整してi陥民主から吹間放主主

所に主主 P 、i ! ; I ( 回から放皇室桜にかけ一般に放迭している@

である。放送所は電波其他。関係上段範c 面積を突する

ので各局共大方市内からー皇位の 回合に叡けら れている

各局から集ったも の は電波が弱〈なってるから此底でE量

〈じて再放送している。

霊童慮中。指揮連絡は電灯を使ってたが最近はアメ P カ

式に皐んでか指信銃を僚ってる。指で O を示せばオーケ

ーとな! J Oを指し鼻を押へて見せると目下あなたの放送

は満里占である袋署臣、抱一本績に示すと十五秒、であり、十

字型に示せば三十秒、となる。雪量J : ! : や音。関節は夕刊でミ

ツグサーが加減する。プナウ ンサーは何と言っても放主主

局中随ーの:a形である。それ丈採用試験もあらゆる宵か

らii 百点の者だから何れも相賞。者であ P 叉能弁家であり

犬家からも慕はれ人気を一身に集めてい ると云う欺態で

ある。然し放皇室ナる迄には長期間大聖書な苦苦手と練習を聖書

する。聞いてみれば何んでもないがN ・H ・広三言葉も

ピ. ツF リ時間の計算内にあ P 次の話に移7 . ，準備に三十秒

終 と次 c 始め C キャッチなどいつもタイムウオッテと続

み合いでマイ グを あやつっている。散に頭 もさえ有弁で

むければならぬ 。例えばエユースなど刻々に入り指簿者

。メモを間違えず然も一秒を寺子う時訂正な E あるとスグ

彫都時間一杯 ギ リギ F に納めるな t:_' 苦心は容易ならずそ

んな事で制I経衰弱症になる者もある。

擬音。内幕を披露すると何だ馬鹿らしい とお叱りを受

けるかも剣らな いが擬 普c 種類は約2000位ある。二三紹

介すると柳行李内に小豆三升入れ動かすと波c 管となる

閤扇に糸 の先に大豆をつけて費量ると雨となる、又傘c 上

K 如露で涜すC もある。風車にベ Jレト用布をかけて廻す

とヒユーヒユウー風c 音となる、障子を等でスツトなで

ると汽車の護 憲1iIi 時のシ ユウシユウが凶る、扇風機のフ

ァ ンをと P 皮革入れて廻すと飛行機C 普となる。箸とセ

ロハンを掻って捻ぢると パ チパ ｄ パチ パ ｊｊ Ｚ･ｾ を叩〈と

ジャーンジャー ンで火事と牛鐙c 普を現はず。鳴き援は

大底笛を使ふ、等々… … 以下略。

書害管機は盛に利用され録替が非常に雪量遣して' * た。一

日3 0 %はレコ戸ドと去う現在先である@ は御承知の遁 P 大

底@ も@ は出来るが蛾の一疋丈@ 幸子を入れるなどなかな

か苦心を華客ナる一例である。現在日本でのアメリカ@ 放

皇室は会部本図から主主総されたも c を放送 L ているo アメ

リカでは十六吋盤一分間三国字廻締で曲げても割れぬ強

力性のある特程I l ' : : ' である自白終 P

紙面。都合で以下創愛するがなかなかに否毒事の耳に建

する迄には多< '0 苦心と多額の経費が想像され之では一

日ー円五十銭。線集料は時節柄満更高〈もないかと柳か

放送局。提灯持して郷修するロ く山本書e)

曾 務 ( 二 月 〉

簡負規程委員曾 1 日 於 靭 日 ピ 炉

尾高事委員長外 6 名前席最後案検討した結果 6 日尾崎委

員長上京四合連会委員曾に出席したが英C 席で漸〈成

集。決定を見るに至った。

展覧曾準備委員会 2 日5 時からと 7 日3 時 か b

中野、小林委員及大和理事大丸展覧曾準備打合。

兵庫支部 3 日1] 時建設工業組合で山内、早良幹事、

大和理事総合及惇覚合見皐打合、 15 日9 時早良委員大

辛口理事再打合したo 21日2 時から工業組合で組合開催

岡本文部長外17名出席本部代表大下主犯理事、大和理

事列席、大下主記理事合長代渥1祝悶 を述べた。役員選

是降、 2: l 生存度決算、 25年度牧交官量算. 事業報告等携した

ロ終 って徳永級済停土@ 講演合開催 5 時宇閉舎

編集曾 3 日分室で 3 月鋭以降主了合、大林委員長外 3

4! ; 1l 日 3 時 靭 日 ピ Jレ小J [ [ 、星委員編集打合。

主詑曾 6 日 2 時 分 室 定 例 初 原 理 事 外 3 名 前 席

理事曾提案事項修打合した。伶20 日 l 時ゃから靭日ピ

ルで緊念主犯曾開催、尾崎代表大下、池田主犯出席、

中野展覧合要員長より大丸展覧合経過及大阪新聞祉と

共催第 2 合場経過と内容協議確廊した。

理事曾 8 日 2 時 朝 日 ピル 定 例 大 林 割 合 長 外 9 名

出席、職員一名退職及補充の件、大丸展委員委l 1 E 及経

費支出 の件、行政委員委嘱の件、十日曾成立合長顧問

申越承mo件、朝日ピルよ P 事務室異動縁定。件、 25

年度食算編成原祭主宮e. &代表理事作成。件、入退曾員

詮衡。 1月分命針先走況タト書昔報告書事議事及報告を了した

建材審査分科曾 9 日10刷 〉ら置温委員長、民口、

竹内成夫委員と大和理事が明石に赴き日本塗料量士C D =

T コートヱ場及使用先の映禽館宇市場及個人病院等賞

地洞察し審査費料を集めたD

事業委員曾 9 日 2 時 靭 日 ピ ル

佐性委員長外 4 名出席 3 月30 日創立昔日念日催事. & ー
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般事業につ脅検討 L たロ

和歌山曾勢委員曾 10日 1 時理事建築際長室

奥村委員長、島村副委員長外 5 名、大和理事列席、支

部促進、合員倍加、名簿協力等協議した白

京都支部 11 日 2 降 水 道 合 鎗 支 部 組 合 を 開 催 、 絵

弁支部長外約30名出席、 E平議員、そ@ 他役員選穆、 23

年度決算、2 ! i 年l波支線3草. 事業報告等議し? と白併以上

終了後、京大経済皐部長豊崎先生。講演舎を催した。

東海支部 11 日午後 四日市日本叡碕子工場玉置支部

長以下 4 ! i 出席、役員選彦、 23年度決算、 2:; 年 度 収

支教算案、曾員当B加運動、事業報告等を議した。伶終

了後間工場の見皐舎を似したロ

ビニロンフヰルム座談曾 11 日 1 時建設合館

倉選定レイヨン最土製品に係るピエロン座談曾あ P ヨド曾と

建設業協曾が後援した口

伸びる家展覧曾委員曾 11 日 1 時 甥 日 ピ ル

貴島 町準 備中の様旨E委員 初曾開催、中野準備餐員外

名出席、経過報告後委員長、副委員長、各係分掌、幹

事互選、内容検討大塁手企函を定め直ちに各係活動並行

に着字したo 伶] ! J 日 2 時靭日ピ J レで企画係打合 しすこ。

18目2 時分室金要員合合展示係打合、 23日 2 時靭日ピ

ル展示係、 25 日総委員舎を開 堂、大丸側 と曾合一切の

プラ ンと養料を提供した白

住宅委員曾 13 日2 時 朝 日 ピ ル

ｾ向者昏員外 Ｔ 名及府良童書課門脇技師出席、昨年より懸

案、農村住宅合所指導の件協議近< 1 聖地問査@ 上具体

案作成の事に申合せた。

中央放主主局見皐及曾勢委員曾 16日 1 時から

3 時まで大阪中央放送局見耳鼻、山本副委員長外約45名

凶席別記c 遜 P見 容 した。 終 って 3 時牛か ら分室で委

員会開催今後の計繭と 3 月創立記念日行事主連携見集

を協議した。

展覧曾第 2 曾場準備曾 17日1111寺大阪新開血: 中野

委員長及大和理事、金徳大阪新聞最士長、野村主筆毒事と

会見第 2 会 場の件に閥しダイアップする単備工作を協

議したが、更に20 日B 時23、24と 3 回同世側と中野、

小林委員、大手J l 理事と会合詳細打合別記懸賞募集に着

手ナる事にした。

神戸博覧曾見皐 26日( 日 ) 1 時

兵 庫 支 部 、 大 阪 会 場 委 員 会 共 催 で 開 催 会 し た 者 約 名

建築中 の路建物を隅な〈見壊した。

差是日御案内役の野関市建築際長立幻て万端f在日厄介になっ

た竹中工務唐山猿所各位に厚〈御麓申J : : げ る。
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相 互 斡 旋

〈本欄十二分に御利用下さる様各位に切望〉

O求 職

京大建築科出身48オ勤務先何れ も可。下関工業建築料

出身21オ北九州方面希望D 隊商工業建築科出身22オ。

O人を求む

30オ前後現場係ー名中工務応勤務及30オ前後銀総編集

窃務員ー名を求u 至急。

0 求 婚

女事出 21オ、 2! Jオ、 26;1・ - .名 各Mれも良家C 女、容姿

ｦＴｾ格良 、 身元確貧父ＱＺＱＺ・築関係者、三者共事門程度出身

Uノ人物本位。方 K 総ぎたし。

O土地家屋譲渡

1 . 紳戸市楠町土地 120洋、 三階建延75坪タトに物 i丘、電

館、水洗便所、ヵース電気持世俗あ ] ) 0

1. 二階建住宅E信事務所延22坪必ガレーヂ向倉 Iボ40坪、

穴阪居畢附近40万位。

0 家を求む

大阪~京者s問で約! J O万位。家主: 求めたい。

Oお茶とお華の稽古斡旋

表昔tお茶。未生流お撃の稽古希望者は男女を不問御f j . .

込下さい。字書古揚阪念附近、 ｾ ｲ 費燦、若島切敬授

0 寅 却

シャツター ( チ エン悠揚式〉ボツグ ス、シャフト、鍔

戸、そ c 他附属品一式i旦しガ イドレ ールなし、 ;緩主主 5

組、以上質却したし口

以上御連絡は本合事務局長先C 事

一ーーーーー 先に支部俊として兵庫、京都、庚島をお

後 記

一 一 ー ー くったが主主に復興に怠吹きつつある東海

地方。獄況を紹介する。喰紙面。都合上建築作品紹介を

- t i i 次放に霞らざるを得なかったのは遺憾であった。

本鋭編集に笛って衡I塁走力賜った支部委員各位/ { c 深〈おわ

び申 上げると共に深謝ナる次第である。

宅対7は 6 月に九州鋭を企画中である。 く編集子〕

建 築 と 赤 土 曾

第 3 1 輯 第 3 鋭

' ft領 1 部60同f主主料共〉

昭和2!J年2月2! J 日印刷・昭和2!J年3月1 日後行

編集後行人 戸 J! l  rJI  

獲 行 所 訣 日 本 建 築 協 曾

大阪市北1 K 中ノ島3 ノ3綴目ピル

電 信 { 土佐堀 @ 1836・3631呑

l北 滋 ⑧ 1334- 9 呑

訳 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 ! J 番

大 阪 市 東 m北 新 町 二 丁 目

印 刷 者 中 川 真 佐 吉

大 阪 市 東 軍 北 新 町 二 丁 目

印 刷 所 ア ポ ロ 印 昂 日 所



く昭和二+ 四年度〉本 建 築 協 曾 委 員日枇圏法人

彦

夫

一

ニ

時

悼

昇

善

重

夫

三

衛

官

維

生

良

質

地震対策委員会

委 員 長 池 間

副委員長 高 織

委 員 鷲 尾

間 桐 本

同 小 泉

同 重 松

岡 菅 問

問 竹

同 東

同 勿

悶 堀 口

問 金 尾

同 会 原

同 重量中

同 被 尾 義

務負規程改正委員会

委 員 長 尾 崎 久

幹 事 薮 中

委 員 菅 谷

間 妹 尾

悶 悶 辺 信

同 那 須 武 雄

同 族 阪 捨 治 郎

岡 松 久 保 敬 三

岡 山 口 俊 三 郎

同 盟t 尾 九 郎

災害調査察員会

委 員 長 堀 口 甚

副委員長 杉 本 清

幹 事 奥 島 正

同 鬼 主 主 信 夫

同 体 潔

委 員 池 上 膨 郎

同 石 崎 澄 維

同 大 下 瓶 三 郎

同 笠 井 厚

向 勝 村 銭

岡 高 橋 盛

岡 谷 村 銀

問 中 野 吉

岡 村 島

同 森 本

助

良

郎

夫

吉

範

失

維

圃

澗

彰

章

宮

腹

措

世

捕

棚

守

曲

宣

成

輔

陣

徳

謹

辰

安

一一一

文

内

畑

原

ノj、 林 清

誉 回 豊 重

竹 内 孝

塚 本 喜 入 郎

中 海 隊 一 郎

. 中 西 六 郎

西 村 栄

西 山 卯

量 生 産 毅

i l ! t 岡基

重量 中

事 業 委 員 会

委 貝 長 佐 竹 .l! IJ 致

委 員 浅 海 治 卒

問 弁 場 績

同 今 回 安 兵 衛

問 岩 元 熊 維

岡 大 西 幸 七

同 大 下 順 三 郎

同 栗 原 信 虎

同 志 垣 1 E 次

同 須 賀 豊 治 郎

同 種 木 末 尾

同 銭 高 輝 之

同 若 草 原 徳 衡

問 件 、 秀 雄

同 稗 回 治

問 松 村 童 住 吉

岡 山 間 文 次

関 山 本 部 之 助

問 鷲 尾 九 郎

財 務 餐 員 会

委 員 長 束 畑

委 員 脅 木

同 佐 付

同 菅 谷

間 鈴 木

同 銭 高 輝

同 堤 耕

同 長 尾 古 寺

岡 田 垣 太 T行員目

間 前 野 慶 太 郎

向 山 本 音E 太 郎

次

良

議

郎

幸

之

作

韓陣

，

友

則

同

同

向

同

問

問

問

問

同

同

情

編 集 委 員 会

委 員 長 大 林

副委員長 星

委 員 小 川 l

岡 大 西

岡 栗 原

同 鴻 池 藤

同 竹 中 錬

問 中 野 順 次 郎

同 長 尾 清

問 符 秀

同 森 忠

同 今 西 茂

同 渡 辺 絞

会 事 事 委 員 会

委 員 長 銭 高 輝 之

副委員長 稗 回 治

岡 山 本 義 樹

委 員 岩 佐 信 也

同 尾 重 量 済 四 郎

同 大 西 幸 七

同 木 村 箆

同 須 賀 豊 治 虫11

問 中 野 順 次 郎

同 長 尾 渚

岡 野 中 駒

教 育 委 員 会

委 員 長 三 井 上

副委員長 堀 口

委 員 小 林

同 佐 溝 武

同 菅 間 豊

岡 高 橋 慶

同 灘 署 事 ift 弓

同 東 畑 言 語 三

問 中 野 順 次 郎

閑 野 中 駒 市

同 元 良 動

向 山 本 利 雄

同 鷲 尾 健

住 宅 委 員 会

委 員 長 定 吉 勇 太 郎

委 員 柄 本 椅 雅

良11

文

ニ

吉

治

維

重

夫

豆

七

虎

維

維

己

市

芳

庚

時制

基

三

幸

信



* 野 予 算 一 郎

村 野 藤 脊

兎 吉 勇 太 郎

山 内 疋

i ! 築用語調査委員重量

員 尾 高 普 久 駒

大 村 巳 代 治

調 書 署 員 弓

重 量 中 ー 良

鷲 尾 健 三

渡 部 受 吾

部 省

青 木 亥

弁 場 績

岩 元 熊 維

・大 西 幸 七

奥 村 重 兵 衛

海 侍 喜 美 容

川I 弁 義 ;寅

久 保 幸

機 関 車E

志 垣 正

問 中 敬 三

回 中 民 三 郎

辻 徳 三 郎

西 林 岩 助

目 垣 太 市 郎

平 岡 武 ニ

船 越 三 生 直E

絵 弁 邦 彦

山 本 潔

和 田 疋 節

円申ぴる家」展覧曾委員禽

委 員 長 中 野 順 次 郎

副委員長 小 林 清

幹 事 岩 本 博 行

同 樫 根 英 郎

同 際 瀕 初 夫

委 員 小 西 崎

同 重 松 守 善

同 白 石 傍 三

同 湾 村 重 一

同 林 野 金

同 彦 谷 邦

問 星 5時

間 渡 辺 政

同 木 下 義 三

岡 波 多 野 朝 治 郎

員E

次

孝

文

巴

材

問

問

問

問

委

問

問

同

問

問

建

長

質

事幹

部

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

問

問

問

問

同

事 司 原 徳

民 口 1宣

政 間 基 次

耳 吉 井 敏 克

徳 久 保 敬 三

道 周 泰 治 郎

山 口 松 次

山 本 義 樹

透築鮫計競技規準委員会

員 尾 崎 久

薮 中

小 川r 1E 

尾 《 済 四 郎

大 下 順 三 郎

梶 垣 寛

小 泉 昇

小 林 法

佐 野 一 義

東 畑 隷

中 島 事

長 尾 精

野 中 駒 市

星 際 交

元 吉 勇 太 郎

署長 忠

建築資材審査委員禽

委 員 長 従 滋

副委員長 岡 田

幹 事 小 松

岡 竹 内

関 西 村

委 員 井 手 E

同 奥 島 正

向 加 島 信 之 輔

同 桐 本 楠 雅

同 神 田 省 三

岡 早 良 俊 夫

悶 島 村 佐 次 郎

間 関 村 定 夫

岡 高 山 毒 事

問 竹 内 孝

問 竹 腰 健 治

問 中 野 順 次 4郎

同 称 屋 毅

同 古 書 展 正

問 民 口 憧

同 時奇弁告訴

孝

文

成

草旨

守主

助

良

卒

章

男

明

夫

肺

野

球

治

夫

克

問

問

同

同

問

問

問

問

委

同

同

同

問

問

問

問

問

問

同

岡

同

同

同

同

幸

指

明

建築行政委員会

稗 回 治

恒 岡 俊 行

山 口 久 五 郎

大 下 順 三 郎

仲 原 仁

西 島 勇

緩 岡 忠 雄

7}: 谷 1E 男

助

良

衛

建築便覧刊行委員会

池 田 宮 彦

内 田 成 之

大 林 芳 郎

佐 竹 貝IJ 務

中 野 順 次 郎

松 久 保 敬 三

重 安 中 一 良

渡 部 圭 寄

透築技術者制度調査委員会

井 上 新 二

尾 崎 久 助

大 林 芳 郎

薮 中 ー 良

吉 間 安 三 郎

池 図 書E 維

小 津 利

大 津 幸 卒

柴 川 修 槌

鈴 木 末 尾

高 橋 農 夫

竹 花 来 春

中 野 順 次 郎

西 津 藤 主 主

委 員 長

幹 事

同

委

問

問

問

問

11築資料要覧委員会

尾 崎

薮 中

7守木: i t

今 西 安 兵 衛

大 西 幸 七

高 坂 信 次 郎

佐 竹 貝IJ 務

志 忽 正 次

* 畑 謙

原 徳

久

ｾ＠

賀

11" 

f毛

草E

僚

幸司

員

委 員 長

主 幹

委 員

同

問

問

問

問

問

同

員

員

|司

同

費

問

問

問

問

問

問

問

委

間

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同
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我 が 家 の 「家 と 庭」 設 計 園 案 募 集 規 程

趣旨

政府は住宅電築資金総額百五十億闘を住宅金融公府を趨

ヒ、四月から一般に徽交ナる計画である口高官民v ; r 謎利金

や不便な借家採 しは曜に住宅縫0 人々を悩ましたばか P

で な し イ ンフレ@ 助長主主他暗い枇曾問題。額を 一蒔 章、

再建日本の最大v i 高となっていた、低利 、月隊長区宮号制j で

家が述てられる。家のない人K とってと の資金を有効に

活用して永年c 悩みを解決する絶好σ: 機会であろうロ平

和路l家。名 の如 〈、 併かな美しい線の樹土にする も@ は

ま? と住宅と 庭闘でなければなら ず、 今日[ 主でや匝t v iill:計

や創意工夫は離に建築家や専問2震に; z; ; か され る課題では

な〈、家を建てたい と思い、 !また秀之を建てよう と考え る

/J 1r<一般 0 潤民特U主婦人が虞剣に{係費Eしな11ればならな

し、大きな問E置である口大阪新聞配jl H c 日本怨築協会が以

上の趣旨に滑うて庚 〈一 般から新時代 をつ〈る優秀なる

住宅と庭@ 設計図案を懸賞募集する とと K な った。

= 、設計の僚件

〈イ) 家@ 大きさと政地の陳さ 建築函筏( 二階建で あ

ればそ の合言十〉 は 約 la--L坪 から三十坪までとし 、E放

地 v 8習さはそ れ にE怒りて 五十坪から 育五十坪位とナ

る口

f ロ〉家 族人重量 三 ~玄人位 まで とす る。

くハ ) EH 架 設 任窓とする。

( =- ) 構造、材料 任意とする。

くホ〉庭について 政地内のZ草地 に、 家え相'Ni した簡

思な芝生、花だん 、絶・込、薬 問、物子持告すよど C 計 画

をナるとと。

三、必要な園面及び設計説明

〈イ ) 間取図 敷地 ｣ 図商ｾ ＮＡ いて 、そ の中に ｷ ミ ｣ 間取

と、 I i f の計画とを 一 緒 に 書 〈ζ と。 設潟について新

工夫があれば問液図 に犯人ずる こと。 縮 尺 はoOj l 健

度とする ｯ 将来 、 ｾ築計画のあるものは、その部分

をわか るようにし てお 〈とと 。

くロ 〉建物の外絡と庭のを税関 透調図と l立、・II:l氷上つ

?と ととろを繍い た図面であるが、 とれは者11合で省経

しでもよい。 又 とう云う外観 にしたいと云う他。建

物の寓良とか図面があれ} 引付けて出してもJ ; . い 。

し つ設計訟明白 簡明 K 図面。余白 に記入 するとと。

なお問夜、 設備について創意工夫 C 鮎があ ? l ば附記

する とと。

回 、 賞 金

一 等一人三万四、 二 等 ご 人一万 回 宛

佳作十人ニ千圃宛

玉、締切期日

昭和三十五年三月，三十五日正午

六、官選者の費表

審 査の結果は本人に通知をすると共に、 f 大阪新聞」

紙 J ニ〈四月 一 目護行〉及び日本建築飽会v行( [ ) r建 築

と居士会」総上に音量表ナる 。な お、遡当な1J 法 でJ展 示す

る漁 定でおる。

七、審査員

く五十音順〉

大阪市立大勝家政事部敬授工陣 伊 磁 正 文 氏

日本建築協会} l I l J l i 尾 町 久 助 氏

日本建設産業株式会最士事務琢締役工博

大 阪大殿敬授医博 梶 原 三 郎 氏

新住宅枇主幹 小 林 清 氏

家庭ｾ人 辻 野 千 鶴 氏

日本建築臨会理事 中野順次郎氏

大阪 ， 市立括ｾ島工業高等歓場校数頭

大阪新聞紙企画局長 松 並 勇 氏

遊間家 西 川 端t .!it!.氏

家 路 婦人 四川ふピ子氏

員長! 径約人 直属図書華氏

大阪府建築部住宅課長 元台勇太郎氏

以 上

八、腰慕心得

( イ〉関商は大きさタテ 50線、ヨコ 7u線 。商用紙に援省。

吉とし彩色 してもよ U、。低専門的作凶でなくて もよ

ν、。

くロ〉凶面v 'I普 き方。不明な人は、下胞の日本建築協会

におい て相談に鷹ずる。

くノ、〉図而 には暗滋 を認して、別に階波及び位所、氏名

職業を1! r . 7、した紙片 を封筒に入れて密封し、封筒。

署長前に前記暗貌を記入してお〈乙と口

j爆童手図迭附する !専 は表商にj懸賞図案と朱l ! i ! ナるL芸評。

( = ) 雄主主悶案に関する 一切の縫 利は、主術者rK. Ni ずる

もり とする。

くホ〕脇募凶2震は返還ーしたいD

Cへ)1謀毒事図案送付先

大阪市東j ; l [ 京総三丁目七八 大阪津波会館内

〈電話東八六一〉 日本癖築 協会分室9'cl.

北区曾根崎大 阪新関経懸賞係 以 上

大 限 新 聞 社

主 催

塁突 日本 建 築 協曾



合

E ヨ 告

三月は本曾創立記念の月に相営しますので明治、誕生日を祝する意味て大要下記の催しを行

ひます。奮而御申込み下さい. ( 木曾告を以て遇知に代へる〉

見 皐 舎

( 1 ) 大阪窯業セメント工場及製産朕況見瞳

時 三月十五回〈水〉午後ー時三十分 集 合 市 内 大 正 区 南 恩加島町一 ノ ご 同 工場

舎 費 三 十 円 申 込 と 同 時 に 前 納 の 事:

( 2) アメリカ博建物並展示物見蟻

時 三月十七日〈金〉エ時 集 合 阪 念 西 宮 腰 高 出 口

食費三十円申込と同時に前納 常 日は一般招待日混雑する故金員章必歩司兼用の事

( 3 ) キャバレードミノ並スタンドバーシスター石造建物見皐

時 三月= 十三日( 木〉二時 集 合 道 頓 掲 ド ミ ノ

舎 焚 三 十 円 申 込 と 同 時 前 納 の 事

座 談 曾 懐醤談及将来の事業等に就て出席者は別に案内欣を護持

時 三月= 十五日〈土) : 時 所 朝 日 ピ ル 本 合 事 務 室

講 演 曾

時 三月三十日( 木) : 時 所 大 阪 建 設 舎 館 天 紳 橋 詰

題 と 住宅金融公庫並建築基準法問題に就て 吉田建築部長外

講 師 時 事 問 題 に 就 て 朝日新聞祉記者〈交渉中〉

懇 親 曾

時 三月三十日〈木) ( 本含創立記念日〉午後五時

食場大医建設合館。講演曾終了官後開催

食費参百円也申込と同時に頂く事〈簡墨主主食事、腕査、茶菓代。別に補助あり〉

曾員作品展示舎

時 三月三十日〈木〉講演合常 日 合 場 大 医 建 設 曾 館 二 階

油絵、パステル、ク ν ヨン請、南街、スケッチ其他俳句、調文、書番、骨茸等奮而御展示願う

O以上何九も晴雨不論決行 O 申込後不参の蒋も舎費負婚の事 O何れも舎員外の参加た断りの事

O各見事よさ合員章ぽ渚泊されたし O 各曾共後定人員a > ! J 先着締切る故早目に申込れたき事

0 以上の中、饗更詰うる場合 は申込者のみに針し別じ通知. : i l ' 裂する

④伸びる家懸賞締切迫る. 三月十五日迄着ナる援奮而鹿嘉されたし.

世 閣 法 人 日 本 建 築 協 曾
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